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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　ただいまから令和４年第３回三島町議会定例会を開会いたします。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定により、議長より指名いたします。

　　５番、長谷川清雄君、６番、二瓶俊浩君の両名を指名いたします。
　　　　　　　　　　◎会期の決定について
○議長　　日程第２、会期の決定を議題といたします。

　　お諮りいたします。

　　本定例会の会期は、本日より15日までの７日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、本定例会の会期は本日より15日までの７日間に決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎諸般の報告について
○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。

　　町監査委員よりの例月出納検査の結果報告でありますが、事務局より朗読させます。

　　事務局長。

　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、令和３年度財政健全化判断比率等の報告でありますが、事務局をして朗読させます。
　　事務局長。

　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、令和３年度教育委員会点検・評価報告であります。
　　報告を求めます。生涯学習課長。
○生涯学習課長　　令和３年度教育委員会点検・評価報告書についてご説明いたします。
　　表紙をお開きください。
　　１ページ、目次です。
　　１、教育委員会の点検・評価制度、２、教育委員会の点検・評価の結果、３、有識者からの意見、４、教育委員会の点検・評価を終えての構成となります。

　　次ページを御覧ください。
　　１、教育委員会の点検・評価制度です。

　　（１）趣旨、教育員会の点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号。以下「法」という。）第26条第１項の規定に基づき、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果を公表することで、教育行政の推進と町民への説明責任を果たすことを目的として実施しております。
　　教育委員会では、三島町振興計画並びに教育振興計画を基本として策定した毎年度の重点施策等の執行状況について十分に検証をするとともに、成果と課題の点検・評価を行い、議会への提出と公表をすることで教育委員会の責任体制の明確化を図っております。この点検・評価の結果を踏まえた改善を図りながら、効率的かつ効果的な教育行政の推進に努めてまいります。
　　（２）点検・評価の対象につきましては、教育委員会の重点施策等として、①教育委員会、②子育て支援、③学校教育、④生涯学習（公民館）、⑤芸術・歴史文化、⑥教育関係施設に関するものとします。

　　（３）点検及び評価の流れですが、以下のとおりＰＤＣＡサイクルによる改善を図ってまいります。
　　次ページを御覧ください。
　　（４）点検・評価の方法については、６つの政策分野に区分して、重点施策等の計30項目を４段階評価により実施します。点検・評価の分野と項目数ですが、１、教育委員会について３項目、２、子育て支援について５項目、３、学校教育について７項目、４、生涯学習・各公民館について６項目、５、芸術歴史文化について５項目、６、教育関係施設について４項目の、計30項目となります。

　　（５）有識者の知見の活用につきましては、事務局での点検・評価の結果について、三島町教育行政活性化点検・評価委員５名の方より様々な観点からご意見をいただきました。委員につきましては、名簿のとおりでございます。

　　（６）公表につきましては、点検・評価の結果に関する報告書を作成して議会に提出するとともに、町ホームページ等により公表してまいります。
　　１ページをお開きください。
　　２、令和３年度分、三島町教育委員会の点検・評価の結果でございます。

　　評価は、Ａ、達成した、Ｂ、概ね達成、Ｃ、やや不十分、Ｄ、達成していないの４段階で実施しました。各項目の事業の実施状況と評価につきましては、後ほどご覧いただければと思います。
　　８ページをお開きください。
　　３、有識者からの意見となります。
　　各項目におきまして、Ａ評価以外の評価項目の記載が不足しているとのご指摘から、追記させていただきました。そのほか、教育関係施設の活用等についてご意見等をいただいております。
　　次のページ、４、教育委員会の点検・評価を終えてとなりますが、６行目からです。
　　評価については、達成度によるＡからＤの４段階で実施しました。その結果、全30項目中、Ａが17項目、Ｂが10項目、Ｃが２項目、Ｄが１項目となりました。ＣやＤの評価となった項目は、新型コロナウイルス関係の影響による事業等の中止や縮小によるものでありましたが、収束の見えないコロナ禍での事業の在り方を検討していく必要があります。

　　今後も、この点検・評価の結果を踏まえた改善を図りながら、効率的かつ効果的な教育行政の推進に努めてまいります。

　　以上、令和３年度教育委員会点検・評価の報告とさせていただきます。

○議長　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告について説明をお願いいたします。
　　大竹克昌君。

　　　　　　　　　　（会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員説明）

○議長　　以上で諸般の報告を終わります。

　　　　　　　　　　◎町長の挨拶並びに提案理由の説明

○議長　　日程第４、町長の挨拶並びに提案理由の説明を受けます。

　　町長。

○町長　　令和４年第３回三島町議会定例会を開催するに当たり、議員各位のご出席を賜り開会できますことに敬意と感謝を表するものであります。

　　９月を迎え、朝晩はめっきり寒さが感じられるようになりましたが、日中は残暑が厳しい状況で、寒暖差による体調管理に注意が必要であります。

　　この夏も、集中豪雨により、全国各地で災害が発生し、喜多方市内を通るＪＲ磐越西線の鉄橋が流出する等、只見線と同様な事案に、１日も早い復旧が望まれるところであります。いつどこで発生してもおかしくない災害に備え、日頃からの防災意識の普及を含め、防災訓練を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大により中止としました。改めて、次年度実施に向け、町民の安全安心の確保に努めてまいる所存であります。
　　さて、新型コロナウイルス感染症は、行動制限のないこの夏を迎え、オミクロン株が猛威を振るい、全国的に感染者数が急拡大する等、保健所を含め医療体制が危機的な状況にあります。政府は、感染者数の全数把握の見通しと同時に、オミクロン株に対応した新型ワクチンの接種を９月中旬から前倒しで実施する方針を示し、感染拡大に歯止めをかけるべく動いております。当町では、４月末から感染者数が急速に増加し、高齢者福祉施設や保育所等での感染者も発生する等、連日にわたり陽性者が確認されておると同時に、連日コロナ感染対策本部を開催し、早期の対応により落ち着きを取戻したところであります。また、重症化リスクの高い60歳以上の方や基礎疾患を有する方への４回目のワクチン接種が実施されており、対象者の83％の方が接種済みとなっております。様々なイベントも３年ぶりに開催される等、経済活動も活発にしながら、感染体対策を徹底するウィズコロナの社会の流れに日本もなってきております。これからの紅葉シーズンや、10月１日の只見線全線再開通等、観光客が多く来訪されることが予想されますので、皆様には改めて基本的な感染症対策の徹底をお願いするものであります。
　　それでは、行政諸般についてご報告を申し上げます。
　　報告の第１点目は、当町が令和３年度に、現年度分個人県民税完納を達成し、８月31日に、県知事より感謝状を頂戴いただいたところでございます。完納は、昨年に引き続き２年連続で、県内での完納自治体は当町を含め３団体とのことで、町民の皆さんの高い納税意識の賜物と感謝申し上げます。合わせて現年分町民税も完納となりました。今後とも継続していけるよう、さらなる納税意識の高揚に努めてまいりたいと考えております。
　　報告の第２点目は、既に新聞等で報道がなされたところですが、東北総合通信局長から、平成23年の三島テレビ放送開始以来、番組審議会を設置していなかったことが放送法に抵触していたことについて、厳重注意の行政処分を受けたことであります。現在は違法状態を是正しておりますが、これまでの番組についても、審査会において確認いただく等の措置を講じるとともに、法令遵守を徹底し、運営に努めてまいる所存であります。町民の皆さんには、ご心配をおかけしたことをおわび申し上げますとともに、緊張感を持って行政運営に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解やご協力をお願いいたします。
　　それでは、本定例定例会にご提案を申し上げました議案について、ご説明を申し上げます。
　　議案第40号は、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例であります。
　　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、職員の育児休業に係る取得回数、取得要件等について、所要の改正を行うものであります。
　　議案第41号は、三島町町営住宅等条例の一部を改正する条例であります。
　　宮下米子沢住宅の１棟について、老朽化により解体することから、町営住宅から除外するための改正であります。
　　議案第42号は、令和４年度三島町一般会計補正予算であります。

　　歳入歳出１億2,680万円を増額し、歳入歳出それぞれ27億8,210万円とするものです。歳入においては、地方交付税で、普通交付税の確定により１億1,315万円を増額し、総額で13億1,315万円となりました。前年度と比較し1,219万4,000円、１％の増となりました。

　　令和２年度の国勢調査人口が基礎数値となっていることから、全体としては減額傾向でありますが、公債費償還分4,400万円の増が主な要因であります。今後も公債費は増額となりますが、次年度以降の算定内容を注視していく必要があると考えております。

　　国庫支出金の総務費国庫補助金に令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金2,451万3,000円を計上しました。通常分としては680万3,000円、コロナ禍における原油価格、物価高騰対応分としては1,771万円が配分されております。
　　衛生費国庫補助金の保健衛生費補助金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金で、４回目ワクチン接種に係る事業費681万8,000円、全額が補助対象として計上しております。
　　県支出金の社会福祉費補助金は、物価高騰対応生活困窮世帯緊急補助事業補助金で、令和４年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、高齢者世帯等に燃料等購入助成金を配付するに当たり、住民税非課税の高齢者世帯や独り親世帯に対し、１世帯当たり3,500円の補助金が交付されるもので、対象世帯は220世帯、金額にして82万9,000円を計上したものでございます。
　　繰入金の介護保険特別会計繰入金は、令和３年度事業確定による精算返還金で260万1,000円を計上いたしました。
　　財政調整基金繰入金は､5,035万円を減額し、財源不足を補う繰入額は9,707万円となったところでございます。
　　繰越金は、令和３年度決算額確定に伴い3,359万7,000円を増額し、繰越総額は１億5,761万円となりました。
　　町債の臨時財政対策債は、額の確定により428万8,000円を減額し、総額1,171万2,000円となったところでございます。歳出においては、総務費の一般管理費で、職員手当を60万円減額し教育費へ振替、財産管理費では、繰越額確定による積立金として、繰越金の２分の１を超える8,000万円を減債資金に積立てます。減債基金総額は４億1,497万7,000円となり、次年度以降の公債費等の増額に備えることとしております。
　　町民センター管理費の修繕料14万4,000円は、消防設備法定点検における指摘事項改善のため、誘導灯と消火栓、ホース設備分を計上しました。
　　生活工芸振興費では、秋の工人まつり開催に向けて、新型コロナウイルス感染症対策として、消耗品に13万3,000円を計上し、交流会等に係る食糧費等を減額しております。
　　民生費では、社会福祉総務費に、新型コロナウイルス感染症対応地方調整臨時交付金を活用し、高齢者世帯、独り親世帯等への燃料等購入費助成事業として、世帯当たり１万円の助成券、365世帯分の印刷製本費15万円、通信運搬費15万2,000円、扶助費365万円を計上しました。介護保険特別会計繰出金４万4,000円は、システム改修に係る町負担分を計上してございます。
　　老人福祉費では、敬老会に関わるお祝いとして、対象者480人、１人当たり5,000円の商品券配付に係る報償費240万円、印刷製本費10万円、通信運搬費19万9,000円を計上しました。
　　後期高齢者医療特別会計繰出金59万5,000円は、広域連合納付金増額による計上であります。
　　社会福祉施設費の修繕料78万6,000円は、多目的集会施設ひだまりの温泉館排水工修繕分を計上いたしました。
　　児童福祉費では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、子育て世帯応援給付金として、負担金補助及び交付金に、18歳以下の130人を対象に１人２万円の交付金、計260万円を計上いたしました。
　　衛生費では、保健衛生総務費の報償費から委託料へ60万円の組替えは、トレーニング業務を委託事業としたことによるもので、繰出金383万7,000円については、簡易水道事業特別会計における施設修繕等に係る費用を計上したものであります。
　　予防費の報酬から負担金補助及び交付金までの総額681万8,000円は、歳入の国庫支出金に計上しました新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業分であります。
　　環境衛生費の戸別合併処理浄化槽事業特別会計繰出金は、浄化槽設置整備費用の増額に係る計上であります。
　　農林水産業費では、農業振興費の需用費、修繕料に、農林水産物処理加工施設、俗に言われる山菜加工場でございます。そのリフター修繕として62万7,000円を計上いたしました。
　　林業振興費の需用費、燃料費18万3,000円は、会津桐栽培事業に係る計上で、修繕料58万円は、木材加工施設の電気室出入口修繕に係る計上であります。
　　負担金補助及び交付金200万円は、合図桐タンスへの製品開発販売支援に係る計上であります。
　　商工費では、商工振興費の委託料に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、町内の消費喚起として、町民１人当たり１万円の商品券給付事業1,600万円を計上いたしました。
　　観光費では、需用費、光熱水費、道の駅ＥＶ充電器の電気料、街灯、トイレの電気料合わせて49万2,000円を計上し、修繕料20万2,000円はつる湯エレベーターの修繕に係る計上であります。
　　委託料では、道の駅管理運営業務の見直しによる増額34万4,000円と、美坂高原の水質検査に係る費用24万5,000円の計上であります。
　　使用料及び賃借料に、美坂高原利活用として、イベントに係る費用42万9,000円を計上してございます。
　　工事請負費では、道の駅駐車場拡張工事に係る追加費用220万6,000円を計上しました。土木費では、道路維持費の役務費に、ブルドーザー車検に係る手数料１万8,000円を別途計上したものでございます。
　　教育費では、生涯学習センター費に、消防設備法定検査に係る指摘事項改善のため、需用費、消耗品費に２万8,000円、修繕料に27万円を計上しました。
　　体育施設費には、イージーアップテントの修繕料として８台分、24万8,000円を、学校給食費では、給食配送車の修繕に22万円をそれぞれ計上してございます。
　　以上、一般会計補正予算の概要であります。
　　議案第43号は、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算であります。
　　歳入歳出480万4,000円を増額し、歳入歳出それぞれ１億4,938万8,000円とするものでございます。
　　補正の内容は、歳入においては、一般会計繰入金383万7,000円を、繰越金額の確定により96万7,000円を増額するものです。歳出においては、一般管理費の需用費に458万4,000円を､原材料費に22万円を増額し、川井、間方、滝原の各水道施設の修繕に充てるものであります。
　　議案第44号は、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算で、歳入歳出67万5,000円を増額し、歳入歳出それぞれ3,567万7,000円とするものでございます。
　　補正の内容は、歳入においては、額の確定により、繰越金に67万5,000円を計上し、歳出においては、一般管理費の需用費、修繕料に同額を計上し、米子沢送水ポンプの水位計の修繕に充てるものであります。
　　議案第45号は、令和４年度三島町介護保険特別会計補正予算であります。
　　歳入歳出3,268万7,000円を増額し、歳入歳出それぞれ４億8,343万5,000円とするものであります。
　　補正の内容は、歳入においては、国庫出資金の介護保険事業補助金と一般会計繰入金をそれぞれ４万4,000円増額し、システム改修費に充当します。支払い基金交付金は、地域支援事業に係る過年度分精算による36万5,000円を増額し、繰越金は、額の確定により3,123万4,000円を計上しました。
　　歳出においては、一般管理費の委託料に、システム改修費として８万8,000円を、諸支出金の償還金に、過年度分精算金として2,454万4,000円を、一般会計繰出金には260万2,000円を、介護給付費準備基金積立金に545万4,000円をそれぞれ計上するものであります。
　　議案第46号は、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算で、歳入歳出181万2,000円を増額し、歳入歳出それぞれ4,608万6,000円とするものでございます。
　　補正の内容は、歳入においては一般会計繰入金125万円を、繰越金には額の確定により56万2,000円を増額するもので、歳出においては、合併処理浄化槽設置整備費の工事請負費に181万2,000円を増額するものであります。
　　議案第47号は、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算で、歳入歳出62万1,000円を増額し、歳入歳出それぞれ3,605万5,000円とするものであります。
　　補正の内容は、歳入においては、後期高齢者医療保険料の特別徴収分67万円を減額し、普通徴収分42万2,000円を増額するものでございます。一般会計繰入金59万5,000円を、繰越金の額の確定により、27万4,000円を増額するものであります。
　　歳出においては、広域連合納付金の保険料等納付金に62万1,000円を増額するものでございます。
　　議案第48号から議案第55号までは、令和３年度の各会計の歳入歳出決算についてを認定に付するものでございますが、各会計の決算における成果等につきましては、別冊、主要施設の成果説明書に記載のとおりであります。
　　また、係る各会計の決算につきましては、去る８月９日、10日、12日の３日間にわたる町監査委員の審査を経て、別冊の意見書を付してご提案を申し上げるものであります。
　　議案第56号は、三島町教育委員会委員の任命同意を求めるについてであります。

　　９月30日をもって任期満了を迎える三島町教育委員会委員の再任の同意をお願いするものでございます。

　　諮問第１号は、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてであります。

　　12月31日をもって任期満了を迎える人権擁護委員について、再度推薦するに当たり、議会の意見を付して推薦する必要があることから、諮問に付するものであります。
　　以上、本定例会にご提案申し上げました議案についてご説明を申し上げました。
　　なお、議案につきましては、担当課長をもってご説明を申し上げますので、何とぞよろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げ、ご挨拶並びに提案理由の説明といたします。

　　　　　　　　　　◎一般質問

○議長　　日程第５、一般質問に入ります。

　　通告者は５名であります。通告順に発言を許します。

　　６番、二瓶俊浩君。

　　なお、二瓶俊浩君の持ち時間は、ただいまから11時36分といたします。

○６番　　６番、二瓶俊浩でございます。

　　さきに通告させていただきました２点について、質問をさせていただきます。

　　最初に訂正をお願いしたいんですが、通告に只見線の全線開通ということで質問するということでおりましたが、全線再開通ということに訂正させていただきたいと思います。
　　では、最初に、ＪＲ只見線についてでございます。
　　平成23年７月の新潟福島豪雨災害で甚大な被害を受けて、会津、川口、只見駅間が不通となり11年あまりの歳月を経て、この10月１日にＪＲ只見線が全線再開通となります。
　　復旧に当たっては、上下分離方式で工事が進められ、復旧費は85億円と報道されました。復旧後は、線路や駅などの鉄道施設を福島県に無償譲渡され、県が鉄道施設や土地を保有し、ＪＲ東日本が列車の運行を担うということです。そして、維持管理費は、福島県が７割、会津地方17市町村が３割を負担することとなるようです。
　　再開通の前に、先日は試乗会がありました。列車に乗車される方、沿線では列車に向かって手を振られる方、また写真を撮られる、いわゆる撮り鉄の方など、今から大きなにぎわいを見せており、多くの方がいろいろな期待を寄せております。
　　そんな中で、ＪＲ東日本は、７月28日に、利用者の少ない地方路線の収支を公表いたしました。これは経営状況の厳しさをデータで開示し、公開し、国や自治体と存廃、存続または廃止を含めた線路の在り方をめぐる協議を進めたい考えだということだそうであります。只見線も、一時は、地域住民の生活において重要であり、通勤、通学、通院など、住民の足であり、また住民の大事なツールでありました。しかし、時代とともに道路が改良され、自動車が復旧したこと、そして沿線近隣の住民の減少、少子高齢化など、いろいろなことから、只見線を利用することが少なくなってしまいました。これからも、生活のための利用ということは限られてくると思いますので、観光で地域の活性の利用に結び付けることに力を入れていくことになるのだろうというふうに思います。

　　只見線の全線再開通は、ゴールではありません。スタートであります。
　　そこで、お伺いをいたします。
　　全線再開通に向けてどのような取組をするのか。そして、大事なのは、今後どのような取組をされていくかということであります。具体的な町の考えをお示しください。
　　次に、町監査委員の監査結果及び意見に対する町の対策についてであります。
　　９月は、令和３年度の決算の議会でもあります。昨年８月27日に出された町監査委員の審査意見書の中で、歳出について３点述べられております。１点は路線バス、２点目は美坂高原、３点目は町出資法人桐の里産業についてであります。これは、令和２年度の決算に対しての意見でありますが、今議会で審議されます令和３年度の決算にどのように生かされたのか、審査意見に対して町はどのような対策を取られたのか、結果はどうであったのかをお伺いいたします。
　　以上です。よろしくお願いします。
○議長　　町長。
○町長　　６番、二瓶議員のご質問にお答えいたします。
　　第１点目、ＪＲ只見線再開通についてでございます。
　　沿線町村の念願であった只見線全線再開通は、豪雨災害前の姿を取戻し、大変喜ばしいことであると思っております。
　　議員ご指摘のとおり、町としましては、10月１日に向けた取組についてですが、まず当町の機運向上として、お知らせ版、町ホームページ、観光協会ホームページ等を利用し、10月１日全線再開通及び当日は行事「只見線に手を振ろう」をＰＲしていきます。
　　また、町内装飾では、福島県作成、運転再開のぼり旗と、只見支援活性化協議会作成「キハちゃん」ののぼり旗を庁内に掲示し、機運向上に努めてまいります。
　　次に、今後の取組の具体例についてでございますが、まずは様々な関連イベントを企画しております。10月１日は、美坂高原での、第２回目となる星空事業を開催。10月15日、16日は、秋の工人まつりを開催。11月5日は、駅前マルシェを宮下駅で予定しております。只見線全線運転再開通勤イベントとして位置付け、只見線と連携し、取組を進めてまいりたいと考えております。
　　また、交流センターやまびこにおいては、10月８日から30日までの期間で、只見線全線再開通写真展を、郷土写真家の星　賢孝氏を中心とした只見線奥会津応援実行委員会の主催、町諸委員会、共催で開催し、只見線の魅力を広く発信してまいります。
　　加えて、「とっておきの三島フォトコンテスト」においては、ＪＲ只見線車窓からの眺め賞を新設し、只見線利用促進につなげてまいりたいと考えております。
　　イベント、催事以外においては、通常の利活用を進めるため、只見線利用客に人気のあるレンタルサイクルを紅葉シーズンと絡めて再度ＰＲし、併せてインバウンドに絶大な人気の第一只見川橋梁ビューポイントＰＲについても、広域協議会とともにＰＲし、只見線利用につなげ、三島町の誘客に努めてまいりたいと考えております。
　　運転再開を見据え、現在福島県、東北運輸局において、只見線利活用についての広域的な取組について、具体的な事業検討が進んでおります。今後、沿線市町村が一体となり、それぞれの特色を生かした取組を進めてまいります。
　　三島町においても、只見線利活用には、町民の方々の利用が重要であります。やはり観光関連の利用が大きく影響しますので、町内観光関連民間事業者とも連携し、只見線を利用した事業展開を誘引し、町内への経済効果につなげてまいりたいと考えております。
　　２点目の、町監査委員の審査結果のその後をどうしたのかという対策のご質問でございます。
　　昨年の決算審査における指摘事項でございますが、歳入においては、町税、国民健康保険税、使用料等について一層の徴収努力をすること、歳出においては、１点目が、路線バス事業における新しい交通体系の構築、２点目が、美坂高原の有効な利活用、３点目が、桐の里産業の育成についてであります。また、適切な財政計画に基づく起債の抑制と効率的な事業執行を切望するとのご意見をいただいております。
　　１点目の路線バス事業については、過疎地における公共交通としてなくてはならない事業であることを前提として、いかに利便性を図りながら費用を抑制するかという課題に向き合ってまいりました。人口減少や企業の撤退等、利用者の減による利益の悪化により、現在の形態であるデマンドバスは平成26年度から運用しておりますが、一長一短あり、ほかに有効な方策を見出せない状況であります。通学、交通弱者と言われる方々の足として、またインバウンド等の只見線利用者等に対する２次交通対策としての利用も見据え、様々な角度から検討を続けております。
　　２点目の美坂高原については、美坂高原活用方策事業展開に基づき利活用を進めてまいりました。美坂高原をエリア分けし、施設を機能的に活用していき、指定管理者が可能なエリアを発掘、ひいては全体的な相乗効果を高めていくことを方針として掲げ、平成29年度以降、具体的な事業展開を実施してまいりました。しかし、監査委員からのご指摘のとおり、一部農地利用や地区行事等での活用はあるものの、全体としては有効に活用されていない状況にあります。様々な角度から検証という視点において、提案型ではありますが、今年度、星空を活用した集客事業に取り組んでおり、実施においても、町が実施するのではなく、町内の若い世代の方々にも参加いただき、美坂高原利活用について取り組んでおります。
　　この取組の先には、組織化や事業化なども視野に取り組んでおり、１回目は８月15日に開催し、あいにくの空模様でしたが、町民の方々をはじめ、約200名の方々に御来場いただきました。
　　第２回目は、10月１日を予定しております。メインの集客対象を女性に設定した開催内容にして実施いたします。加えて、この美坂の星空に付加価値をつける取組として、国際ダークスカイ協会における星空保護区認定に向けた取組も進めており、美坂高原の特別感を見出せるよう検討しております。
　　今年度は、ご説明のように、星空に焦点を当てた事業を実施しておりますが、美坂高原利活用イベント実行委員会においては、今年度の事業展開を検証しながら、このうち、ほかにも美坂高原の魅力について意見を出し合い、様々な視点からの利活用案を提案、実施していく中で、美坂高原利活用を図ってまいりたいと考えております。
　　３点目は、町出資法人桐の里産業株式会社の農業部門について、町の補助金に頼らない経営力の強化を望むとのことでした。
　　桐の里産業は、町内の農業法人が水田事業から撤退したため、平成27年度に町が100％出資してつくった会社であります、約20ヘクタールの農地を受託しておりますが、４割程度の９ヘクタールを保全管理している状況であります。
　　令和３年度の実績ではありますが、水稲米価下落等の理由から、売上げは大幅に減少しました。しかし、エゴマ、野菜、ヒラタケ、農作業及びライスセンター業務は、前年度より収入が伸びております。なお、町からの補助金支出については900万円であり、例年より100万円支出を抑えております。
　　本来であれば町からの補助金なしで運営することが望ましいのですが、約４割の保全管理地を抱えていること、年間を通じた安定的な収入がないことから、現時点では町からの補助金支出が必要不可欠ですが、町としては、農業部門の強化について支援をしてございます。
　　今年は、高収益となる作物の栽培、営業販売の強化により、売上げの向上、堆肥の製造による生産量の拡大と経営基盤の強化に努めていきたいと考えております。
　　また、今年７月から、地域おこし協力隊として、地域活性化農業体験ツアーを経験した大阪出身の20代の男性を、近く営業担当として採用し、企画営業部門の強化を図っております。新たな高収益作物の栽培や、土壌調査や堆肥製造等の取組については、桐の里産業も含めた奥会津ブランドＰＲ推進協議会に対して町が支援しており、町内関係者が連携して取り組んでおります。桐の里産業としましても、町内農地の適正な保全、耕作放棄地の解消、売上げの向上を図っていきたいと考えております。よろしくお願いします。
○議長　　お諮りいたします。休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　11時５分まで休憩といたします。（午前１０時５２分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時０５分）

　　６番、二瓶俊浩君の再質問を受けます。
　　二瓶俊浩君。
○６番　　それでは、再質問をさせていただきます。

　　今、答弁をいただきました。その答弁の中から、最初に、ＪＲ只見線の全線再開通についてでありますが、この答弁をお聞きしますと、10月１日の全線再開通に当たっては、三島町としては、10月１日に再開通になりますということを、お知らせ版であったり、観光協会のホームページ等ですると、そしてのぼり旗を立てるということですよね。
　　企画としては、美坂高原での、１回、８月のお盆にですか、やられました、星空を見る事業ということを企画しておるそうです。

　　通るんですよというお知らせのみであって、特別これといった、お出迎えのような企画は考えていないということでよろしいのでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　当日の流れですが、やっと県のほうから行事的なプレスの発表もありまして、10月１日に、先ほど二瓶議員からもあったとおり、10月１日に特別団体臨時列車が走りまして、そちらのほうの見送りであったり、各町村で担当していただけませんかということで、県のほうで統一しながらやりましょうということで、宮下駅ではちょっと一つ町の伝統行事、伝統芸能的な部分をちょっとやりながら、来たお客さんにお見送りするということで、ただ停車時間が２分という限られた時間の中なので、なかなかちょっと本格的なことはできないかというふうには考えておりますが、町の特色を出してやりたいと思っております。
　　また、先週のお知らせ版でもお話しさせていただきましたが、ぜひ沿線の皆さんに手を振ろうという形でやっていただきたいということで、お願いをこれからかけていきたいと思っております。
　　二瓶議員ご指摘の特別なおもてなしとなると、駅の中でのそういうことなのかというふうに思います。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ということは、町で考えてやるということは、列車が運行されてきて、２分間の停止をされて、出発していられるということで、宮下駅もしくはその他西方であったりいろいろな駅、三島町にも点在しておりますが、そこでは、乗車客は、乗って来られる方は降りないんだという考えでいるんだと。だから、列車通ったら手振りましょうということくらいと言うとあれなんですが、考えているという考え方でよろしいのでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　大変申し訳ございません。説明不足でしたが、特別列車に関しましては快速という形で、停車駅が柳津から次宮下駅というふうになってしまいまして、途中では下車はしないということですが、そのほかの普通のダイヤに関しては普通どおり皆さん停まるとは思うんですけれども、一応県からの、県でも一緒にやりましょうというのは、その特別団体臨時列車にっていうことでしたので、という形で取り組んでおりますが、できるだけ、その日は皆さんいろいろな時間で、自分の時間でということで、その特別列車が走る時間が一番あれなのかもしれないですが、できる時間でぜひ手を振っていただければということを、またお話、お願いするような形を広報したいと思っています。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そうしますと、せっかく再開通されても、特別列車に目を置いて考えているんだと。普通の列車は特別考えていないということは失礼ですが、眼中には今のところないんだというような答弁に聞こえますが。

　　それで、この前も新聞で、ちょっとこの１日の日に、その美坂高原での星空を見る事業が企画としてちらっと出ていたのを記憶しているんですが、ではこの美坂高原の、今の答弁であればですよ、美坂高原の星空を見る事業と、この再開通はどのような結びつきがあるのでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　直接的な只見線とのつながりといって、大きなイベント的な部分はないんですが、只見線で来られた、この団体列車は、それは只見まで行ってしまいますので、通常の列車で来られた方、只見線を利用者された方に向けての送迎であったりとか、そういう部分はちょっと考えて、只見線利活用してきた方に、美坂高原での無料送迎であったり、そういう部分で、イベントに来ていただけるような、ちょっと周知をしたいというふうに今考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　私も、美坂高原まで汽車で来ていただいて、関連づけていくには、その企画で来ていただいた方に、やはりそれなりの手厚いサービスをしなければならないので、ここで降りて、そっちで、町でやっていますよではやはり意味がないので、あるというふうに感じておりましたので、ちょっと質問をさせていただきました。
　　次に、今後についてでございます。これが、やはり再開通に至って、先ほども申しましたが、非常に大事なことであると私は考えております。そこで、この答弁を見てみますと、今までやってこられた町の中の散策、それに観光協会にあります自転車を使って自然、紅葉とかをいろいろ見ていただければというようなこと、また今までもありました写真の、只見側の橋梁のビューポイントでの写真等の誘客に努めていくということでありますけれども、これは今までもやっておったんですよね。だから、答弁に上がるものでなくて、これは当然継続されるものでありますし、私が質問しているのは、具体的に何をどのように考えているんだということを質問させていただいているわけであって、これは当然のことであって、今までもやっていると。当然計画していかなければなりませんし、これ以外に、せっかく再開通の町はどのようにしていくのですかというふうな質問をさせていただいているのですけれども。
　　そして、その後、只見線の利活用について、広域的な取組について、具体的な事業検討が進んでいるんだと。これを私は聞きたいんです。これからどうしていくんだということを、今まで検討されてきたはずです。ただ、これが答弁されているんでしょう。このことについてどのようなことをやっていくのですかということを、町民の皆様に、三島町はこういうことをやっていきます、こういうことで人をどんどん呼んでいきますということをお聞きしたかったので、その点についてお答えしてください。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　大変申し訳ございませんでした。
　　議員ご指摘のとおり、答弁の中のことに関しては、新たな部分も、写真展なんかもあったりするところはあるんですが、本当に、今福島県のほうで、先ほど言われたとおり、まず町の考え方ですけれども、議員前からご指摘のとおり、やはり負担金も相当払う中で、どうやって町にそれを経済効果として落とすのかという部分ですので、先ほど議員からご指摘のあったとおり、観光利用という部分でやはり考えなければいけないと思います。
　　やはり、大きな部分では工人まつりというのが来月、一旦やらせていただいて、来年度から通常のところで進めていきたいと思いますが、そういうのを契機にしながら、やはり通常でも只見線を使って三島に来てもらって、多分、なかなかそれだけでは只見線を使うという根拠に、気持ちに行けない場合は、何かノベルティであったりとか、そういう部分も含めて、少し三島に行ったら、やはり只見線で行ったら面白いよとか、ちょっと得するよなんていう部分も含めながら、次年度事業に取り組んでいかなければいけないかと思いますし、ましてやあとは町が考えるだけじゃなくて、こちらにもあるとおり観光関連の宿泊施設であったり、皆さんとも協力しながら、只見線で来てもらえる部分、そういう部分で人を増やしていくというのが一番大きいかと思います。

　　また、単独でやる分にはちょっと限りがございますので、今福島県では只見線利活用のアクションプログラムというのを、2022年までの間に５年間の計画でつくっておりましたが、これを、開通も含めて、新たに今後つくっていく予定でございます。
　　今のアクションプラン2022には、町民の皆さんには公表というか、見る機会がなかなかなかったかもしれないですが、三島町ではこういうことを取り組んでいますというのを何点か書かせていただいていますが、それが今までやってきた中でうまくいったのかという部分も、検証も含めて、次年度から新たな計画をつくって、できるだけ三島町に来てお金を落としてもらうっていう部分を考えながら進めていきたいと思っております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　やはりそのような計画を、どんどんやはり町民の方々に、今度こんなことをやっていくよ、こんなことをやっていくんだよというようなことを、どんどんどんどん情報を流していただいて、やはり一緒になってやっていくんだという体制をつくっていくということが非常に大事になってくるんだろうというふうに思いますので、その点しっかりと考えていただきたいと思います。
　　もう一点だけお伺いしますが、この全線の再開通について、運行当日も当然含めてなんですが、役場の中、また関係団体の中で協議といいますか、話合いといいますか、そのような催物はやったんでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　１日に向けての協議をということでしょうか。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　１日も含めて、全線開通して、これから期待しているわけです、皆さん。そしたら、こういうふうにしていこうというようなものを考えていく中で、やはり可能な中だけででも大変だろうと思いますので、やはりいろいろな、観光協会からいろいろな団体でも結構ですけれども、そのような方々と、役場の職員の中でもそうでありますけれども、この再開通になってきたら、こういうところをこうしていったほうがいいよねっていうような、いろいろな点が出てくると思うんです。そういうものに対して、前々もってっていいますか、もう最初から、もうお互い意識を高めていくというようなことで、そのような会議といいますか、そのような場は持ったのかということでございます。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　大変申し訳ございませんが、只見線復旧に関して、その後の活用に関して話合いましょうという部分は、なかなかちょっと持てていないです。
　　どちらかと言うと、やはりコロナ対策の話ばかりになってしまいましたので、ただその中で皆さん言われているのは、何とか人を呼んでほしいということですので、10月１日までということではないんですが、観光、こちらもあったとおり、役場の中でもやはり町だけで考えるんではなくて、一番影響のある観光関連団体の人たちと一緒になって話していくようにという指示もいただいておりますので、今後ちょっとその段取りはして進めていきたいと思っております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　今答弁を聞いておりますと、やはり先ほど私も質問させていただいた中で言わせていただきましたけれども、やはりこれからは観光ということで、この只見線は、多く利用が占めてくるのだというようなことを、町のほうでもお考えを持っておられるのかということを思っております。
　　そこで、観光の面で考えれば、やはり途中下車をしていただく、つまり各町村の魅力を、そのためには各町村の魅力をしっかりと高めていっていく、通り、ずっと通ってばかりいられても意味ないので、やはり各町村に降りていただくと、途中下車、お降りしていただくということが大事なことになってくるというふうに考えますが、その魅力を、やはり降りていただくには魅力を高めるということであろうというふうに思います。その点についてどのように考えておられますか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　これも以前からということで、やはり今回の試運転でもそうでしたが、第一橋梁のビューポイントで、今来なくなってしまっておりますが、インバウンドを含めると、やはり三島町の大きな力としては、第一橋梁ビューポイントというのがありますので、そこと、あとはやはり工人まつりに代表される編み組みというのは、やはり皆さん、常におられる方が多いものですから、そこら辺とか、あとは今柳津と連携している、先ほど二瓶議員からもあったレンタサイクルが、今柳津町と相互乗り捨てを協力してやっておりますので、只見線で来て、自転車でっていう部分も両方やっておりますので、そういう部分をちょっと強化しながらＰＲをかけ、人を呼び込みたいというふうに思っております。
　　インバウンドも、宿泊も相当、コロナ前だと年間で、三島だけで600とか、こういうやつで2,000泊とかあった部分もありましたので、逆に今度こういうところが注目になって、泊まる人も多くなってくるかというのも、私たちの取組次第ということもありますが、それに取り組んでまいりたいと思っています。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　やはり、工人まつりであったり、ビューポイントであったり、これも大事なことであります。しかし、いつまでもそればかりに頼っていないで、それはそれで大事にしていきながら、やはりどんどんどんどん企画をしていっていただいて、どんどん来ていただいて、途中下車していただくということがやはり大事になってきますので、それはいつも質問させていただくと、どうしても工人まつりであったり、ビューポイントに集まることをどうしても念頭に置いて話しているようですが、やはりどんどんどんどんいろいろな企画をやっていって、人が来ていただくということが、本当にこれからやっていかないと、莫大なお金をかけているわけですから、その点も頭に入れておいて、進めていっていただきたいというふうに思います。
　　それで、この只見線が、川口と只見区間は上下分離式で運行するということになります。上下分離式で運行するということは、当然税金が使われてくるわけでありますので、町民の方々にしっかりと内容を知っていただいた上で、いろいろな面で協力をしていただくと。そして、行政と一緒になって只見線を守っていくということが大事なことだというふうに考えますが、いかがでしょうか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　議員のおっしゃるとおりでございまして、町民の皆さんの足として、また観光客の方々の足として、町の人と一緒になって考えていかなければいけないと思います。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では、復旧費が85億円と言われておりますが、これは県、ＪＲ東日本、会津17市町村の負担額で寄与してきました。その県、ＪＲ東日本、会津17市町村の負担額と、三島町の負担額はどうなのかお示しください。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　まず、復旧費でございますが、全体で81億円かかりまして、ＪＲのほうで３分の１ということで27億円、そのほか県、会津17市町村で54億円となっておりましたが、ここに国の鉄道法の改正がありまして、ここに半分多分補助が入るということで、21億円が県と市町村で負担という形になりましたので、その中の県が７割、市町村は３割ということで、県が大体14億9,000万円で、市町村が大体６億4,000万円という形でなっておりまして、町としては、平成26年から平成28年の４か年かかりまして、これ沿線７町村はやはり負担が大きいんですけれども、三島町は4,000万円、４年間で4,000万円の負担ということで、基金のほうに支払っております。
　　この後の運営費ですが、これも地元、県と17町村で確認はしておりまして、平成28年、平成29年３月27日に17町村と県の確約書がありまして、今後運営に関する町の負担としては425万4,000円、これが運転再開後かかるという形になっております。これは単年度でということはなく、単年度がずっと継続されるというか、運営費ですので、その後この金額が三島町の負担という形で、今いただいているところでございます。
　　やはり、一番大きなのは只見町、金山町が大きな部分ありますが、三島町では425万4,000円という形でございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　その再開通後の管理費です。総額では幾らを予定していますか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　大変すみませんでした。試算として年間約２億8,000万円を予定しておりまして、ＪＲ東日本のほうが大体7,000万円で、県会津市町村で２億1,000万円という形になっております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　そうしますと、この三島町の負担分、開通後、これから半永久的と言っても過言ではないんですが、425万4,000円は毎年施設の管理のほうへ捻出していくわけですが、その負担額の財源は何を考えておりますか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　財源といたしましては、一般財源を考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　一般財源と言いますと、公債なしで、過疎債とかそういうものなしでやっていけるということでよろしいのですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　現状ではそのように考えています。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　単費っていうことね。
　　そうしますと、施設の管理でありますので、負担が、現実問題としてです。毎年毎年言いますが、増えることはあっても、減ることはないんだろうというふうに考えますが、町ではどのように考えておられますか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　上下分離方式の下、鉄道結節部分という形になりますので、今直ったばかりということもありますので、この災害とかそういう部分に関しては、県となった場合は、協議という形にはなると思いますが、県のほうにも、国のほうにも、できるだけ市町村負担が軽くなるようにという要望もしておりますので、できるだけ決まったというか、運営費の中での試算でございますので、できるだけ町の負担が上がらないよう要望はして、沿線町村、会津町村と連携しながら、県のほうなり国のほうなりには要望してまいりたいと思います。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　費用を抑えていくのは当然でしょうが、現実問題としてどうですかということなんです。
　　これから、今新しいうちはいいですけれども、どんどんどんどん老朽化はしていきますし、駅でもそうであろうし、その場合に、どうしても増えるというふうな考えを持っていかなければならないのかと考えるんですが、負担を減らすという努力は当然していくのは当たり前ですが、私は減ることはないんじゃないのかと。施設が新しくなっていくわけじゃないし。新しくすれば当然負担増えるわけですから、というふうに考えます。
　　次に、先ほども質問の中でちょっとお話しさせていただきましたが、ＪＲ東日本や国交省の有識者検討会では、赤字が続く各地のローカル鉄道の見直しということで、存続かまたは廃止、そしてバス転換などの報道がされています。当然、町も御存じと思いますが、町の見解はどのようになっているのでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　10月１日に向けた、再開通に向けた機運が上がっている中で、新聞発表でああいうふうになったということは、大変町としてもすごく、ちょっとショッキングなところではありました。ただ、まだ確認はしていないところでございますが、県からもそういうお話はないんですけれども、只見線に関しては今再開通に向けての取組ですので、ただ議員ご指摘の運営に関しては、多分これからどういう運営されていくのかというのを見ながらの、多分、いずれの判断は、どこかで指摘される部分が出てくるのかというふうには思います。
　　今、開通に向けて、人も乗せていきましょうということですので、その状況が、多分これから改善されていくような方向がないと、議員ご指摘の、そういうまた只見線の利活用に関しての協議が再考されるのかというふうには考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　何か、当然今これから始まった、これから始まることでありますので、それに向けてのことで、一所懸命というのも分かるんですけれども、報道されている中で、日に日に国交省の有識者の検討会のほうでは、３年以内に早、自治体等の話合いをしていきたいんだというようなことを、日に日に、具体的に報道されてきております。
　　その中で、只見線もこの前何路線だか、ちょっとすみません、いい加減なこと言えないのであれですけれども、只見線も間違いなく入っております、県内の。私は非常に、これもまだ始まらないうちにっていうことで、非常にその記事をびっくりして読ませていただいたんですけれども。ただ、今その話があることは、出ていると、地方も話が具体化されてきていると。国でも、それのほうに支援として、国のほうで強く言ったのはバス転換というようなことで、強く新聞に出ておりますが、それが出ている中で、何もしていないというのは、ちょっと、やはりどうなのかと。先手、先手でやはり守っていくんだという姿勢が大事ではないのかというふうに考えるんですが、その対策を何かしたのかということで質問させていただきたかったんですけれども。
　　ただ、何か、特別歓迎やったけれども、何か対岸の火事のような感じでとっておられる、町が、非常に不安に感じるんですけれども、大丈夫ですか。

○議長　　町長。

○町長　　私も新聞を読みました。あれは北海道、今回は九州の、災害で壊れた、それをどうするのかという、うちのほうと同じ状況なんです。
　　ただ、それはそれとしてどうするのかということで、一つＪＲ、国土国交省の一つの、恐らく有識者の提案だから、これはこれで、普通だと、ではこの会津鉄道どうなのかって、あるいは県から情報がいろいろ入るんですけれども、今それが、今の時点では、心配する必要は、例えばうちのほうで四百何ぼの負担金でここを運行できると。そのためにどういう機運を醸成とか、沿線町村で造っていくのかっていうことのほうが大事なのかと思っています。
　　何かありましたら、当然議会でも、ちゃんとこういうのがあった、こういうふうになったということになるけれども、あれは一つのアドバルーンだと思うのね。一つの国とか、あるいはそういう国の、例えば国交省の中に支えられた学者先生が、こういうことでどうかっていうアドバルーンを上げると、そのとおりこうなるっていうね、そういうこともなきにしもあらずですから、注視して見ているところではございました。
　　ただ、今の時点では、あるとかないとかっていうのを我々は分析し、再開通に向かって、先ほど課長が答弁したように、どういうふうにしていくのかということが大事だと。

　　そして、考えてみますと、例えば、ここ国定公園になったのね、そしてなおかつ産業遺産とか、鉄橋が産業遺産になる、そしてある面では環境とかそういうところのテーマの中で、例えば中通りとか浜通りとは違った奥会津をつくるということで、一つのエリアとして観光のメッカにするということは、県の恐らく大きな見方かと思うんです。
　　だから、それに、そういう路線の中でこの町村も、例えば金山とか只見だと1,000万円近く、1,000万円出ますか、期間中。うちのほうは、坂下なんか600万円ぐらいあるのかな、何か。そういうのがありますから、それはなるべく、例えば、今課長言ったように、例えば過疎債を充当してもらえるのかとか、なるべく負担の少ないようにこれからまた運動していく、７割は過疎債で、あと３割は、そういうことを、全体の町の、お互いの財政の在り方を考えながらまとめていくというのは、これからの、今１日に向かってのこの盛り上がり、それ言われると、うちらはもっと情報全然入っていないんです、最近。ただ、新聞で私も見ました。でも、新聞では、何というか、どこの省もそうだけれども、アドバルーン上げて、それを見ながら、そういうことをやる地方もありますから、それかなと思いながら、実際の話と、ＪＲ東日本だと、今の話だと赤字にしかならないから、黒字にならないということで、でもこの辺なんかは、会津線なんかでもっと、そんなには、磐越西線の喜多方あたりよりは収支は上がっているんです。そういうことですから、だからやはり、先ほどいろいろ、我々はイベントを組みながら、あるいは町民の沿線の連携、協力をしながら、やはりそれに向かって今突き進むというのはとても大事だし、周辺の動きがやはり鈍いと、やはり町民だってある面では熱が上がりませんから、やはり商工会とか、いろいろな観光業者と連携しながらやっていきたいと。
　　土曜日、日曜日の様子を見ますと、道の駅なんか本当に大きいバスが何台も入っているんです。本当に、実際に私土日ちょっと見に行ったり、あるいは早戸のほうに見に行ったりしますけれども、そういうことで通っているということで、この流れをどういうふうにみんなで固めていくのかということが、今我々に問われる議論かというふうには考えておりますので、なおそのマイナスの点も十分分かりました。頭には入っていました。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　ちょっと答弁がずれているのかというふうには、ちょっと聞いてたんですが、その進めていくことが大事なんです。それをやめろなんて言っているわけでない。それはそれで大事で、今まで言ってきたように、一緒になってやっていかなくちゃ、大事でしょうと言っているんです。
　　しかし、かつ違う面では、このようなものが新聞にも出ていますと言っているときに、大丈夫なのかとか、大丈夫でないのかとかっていうことは、当然言えないの分かります。だけれども、出ているときに、そんなこと今考えるときじゃないんだっていうことじゃなくて、それはそれでちゃんとして、話合いがどういうふうな、どこでどのような話をするのか、どのようなつながりになっていくのかは分かりませんが、しっかりとした協議といいますか、話合いというものをその関係の中でやっておかなければ、これ大事なことなんですよ。今は来てもらうことだけになって、だけっていうことは失礼ですけれども、影でやっているんだって言って、新聞では毎日のように、ＪＲの出ていました。二、三日前も出ていました。そのときに、何かそれに対しては特別何も、知ってはいるけれども何もやっていません、県からも何も入っていないので別にっていうような、それで本当に大丈夫なんだろうかというふうに、私は感じてなりません。何か、本当に大丈夫なんですか。

　　只見線って言いますけれども、若松から川口まで、只見から小出まではＪＲで今までどおりやるんです。只見から川口の間は上下分離式で、県と17町村で下を管理し、上を何回も言っているようにＪＲのほうで運行されますが、極端な話ですよ、若松から川口までバス代行にします。運営の経費の関係で。だったらどうなるのですか。今までやってきた努力は。それを心配しているので、早め早めに対処していくのが必要ではないのかというのが私の考えなんですが、いかがでしょうか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　議員ご指摘の取組なんですが、先ほど答弁にも書きましたとおり、やはり町も、議員ご指摘のとおり町も危機感を持ってやらなきゃいけないんですが、沿線町村である会津若松から只見、ひいては小出という部分で、その協議会もあります。先ほど答弁でもおっしゃるとおり、そこで今利活用計画が、22年までやるというのは、まさにこれから情報を出していきますので、そこで地域住民の方々からも今意見聞いたりして、どういう只見線にして人を乗せて、次の５年間人を増やしていこうという今計画づくりをしておりますので、それがまとまって今年来ると思いますので、それはすぐにお話しさせていただきながら、そこには町としての取組なんかも、こういうことをやっていくという、進めていく部分も、町民の皆さんにＰＲしていきたいと思います。
○６番　　今の、心配なほうの面では。

○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　なので、これから情報収集と、あとは皆さん、町民の皆さんに随時、そういうのが分かってきたらすぐ皆さん、町民の皆さんにこういう取組を今していますというのを、先ほど議員ご指摘のとおりありましたので、それにも取り組んでまいります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　何か、最後のほうの答弁が、質問と合っているのかというふうに、ちょっとあれですが、取りあえず、この近隣町村で、この只見線を官民一体となって盛り上げていくことが今まで以上に求められることになろうというふうには思います。私も四季折々の絶景を乗車して楽しみたいというようなことも思っております。
　　では、次に、町監査委員の監査結果及び意見に対する町の対策について再質問させていただきます。
　　まず、答弁書のほうから感じたことを質問させていただきますが、１点目のバスです、町営バス。これが一長一短あり、ほかに有効な方策が見出せない状態でいるんだと。町民の方にとって大事なバスであるのに間違いはございませんが、副町長がまだ総務課長時代にだったですか、そのときにもバスの件で質問をさせていただいたことがあります。そのときに、やはり何らかの形で見直しを図っていかなければならないという答弁をいただいたことを記憶しておりますが、それからずっと一緒なんですよね。いろいろな角度から検討していく、いろいろな角度から検討していくということで、ずっと数年一緒であります。この事業についてどのような検討をされてこられたのか、お願いします。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　町長の答弁にもありますように、利用者の増と経費負担の減という取組を進めるということで、いかに利用していただくかというところを考えておりますが、一つには利用料金、１区間今500円というような料金になっておりますが、そちらをもっと例えば安くして、多くの方に利用してもらうということも考えの一つではないかというようなこと。
　　それから、デマンドバスという中では、電話をかけて予約するというようなことが、非常に町民の方からすればちょっと面倒だということで、そういったことの何か解消はできないのかというようなことと、今の現状の中でいろいろなことがまだ考えられるんじゃないかということで、いろいろ検討はしておりますが、具体的に、ではそれをいつから実施するというようなところまでは、まだ議論が進んでいないというような状況でございます。
○議長　　二瓶議員に申し上げます。残り３分です。
　　二瓶俊浩君。

○６番　　この料金、これはもう計算なりなんなりですぐできるものであろうと思います。
　　予約の問題、これ最初から出ています。このバスの利用の件について。そうすると、随分時間かかっているんです。どのくらいのペースでどのくらいの検討会をされてこられたのですか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　いわゆる振興計画等々に考えております事業でございますので、その振興計画の、いわゆる年に１度の振興計画審議会に向けて、ＪＲとどうするかというようなことと、今の状況を考えて、課内で様々議論をして、振興計画に載っけるというようなことで進めております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　では、それはいつまとまるのですか。随分、今答弁されていることは、随分前からのことなんです。質問するたびに、いろいろ検討しています、検討しています。しかし、結果として現れないために、監査委員のほうからも指摘されるという形になってきている。では、それはいつになったら共同計画がなされるのですか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　明確にいつまでというところは、非常に難しいところでございますけれども、考えられるいろいろな施策を試験的にやってみるというようなことは、デマンドバス導入時にも実施しておりますので、そういったことを振興計画に上げる上で、どこのタイミングで必要かということを考えながら、今後進めてまいりたいというふうに考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　随分時間がたって、毎年毎年同じような、そのまま来ております。急いでください。
　　次に、美坂高原の２点目の、美坂高原を指摘されておりますが……

○議長　　時間です。
○６番　　ありがとうございました。
○議長　　続いて、７番、菅家三吉君。
　　なお、菅家三吉君の持ち時間は、ただいまから12時50分までといたします。

○７番　　７番、菅家三吉、一般質問させていただきます。
　　まず、新型コロナウイルス対策について質問させていただきます。
　　2020年２月から現在に至るまで続きます新型コロナウイルスの猛威は、今なお２年半経過したにもかかわらず、収束の見通しはおろか、感染者数が日々増える一方でございます。福島県内でも、８月27日時点の情報ですが、７日間、平均感染者数が2,514人と、増加の一途をたどっております。現在、最近の報道のほうを見ますと、これよりは感染者数が少し落ち着きを見せているのかと思いますが、増減、結構激しい日々が続いているところでございます。
　　当町においても、今年の５月の末の時点では、調査以降12名の感染者数が発表されておりましたが、これも町民の方の努力により、県内ほかの市町村と比較しても感染者数が少ない状況だったと認識しております。ところが、７月に入りますと、オミクロン株の強い感染力により、８月26日時点で、約２か月間で55名の方の感染が発表されております。この状況を町はどのように認識しておられるか。そして、急激な増加の要因はどこにあるとお考えか伺います。
　　以前のコロナウイルスの変異株に比べ、重症化リスクは低いと言われておりますが、高齢者の多い我が町においては、感染の連鎖をつくらない対応が急務だと考えております。７月末から８月にかけて、当町の介護施設においても複数名の感染が確認されております。また、８月中旬には、保育所の職員の陽性も発表されております。このことからも、小中学校含めた町内の通所施設においては、いち早く情報の共有や検査等も含めたきめの細かい対応が必要ではないのかと思うのですが、町は今回の福祉施設での感染拡大についてどのような要因があるか、そしてどのような対策を取られたか伺います。
　　今後も感染者数が増えると予測されます。４回目のワクチン接種も、先ほど町長の挨拶のほうにもありましたように、全国的にも前倒し、９月の半ばから接種できることも、一部報道ではされております。４回目のワクチン接種を終えた方も当町にはおられると思いますが、今後のワクチン接種のスケジュールを改めて町民の皆様にお伝えするとともに、お知らせいただきたいと思います。
　　続きまして、ドローンの導入についてご質問させていただきます。
　　昨年は、米価の下落など、減収された農家の方も多くいらっしゃいます。また、昨年もイノシシなど、そして今年も同様に農作物の被害も多くあるとお聞きしております。
　　町では、鳥獣害対策として、電柵の設置への助成や巻狩などの実施をしておりますが、どの程度の効果があったのか伺います。
　　以前の説明の中で、ドローンによる上空からの生態調査のお話もありました。私は、一度きりの調査では何も実る結果は出ないのではないかと思っております。イノシシなどの行動の確認、上空からの被害状況の確認など、定期的に行う必要があるのではないかと思っております。
　　そこで、町独自で計画的に観測を行えるように、ドローンの導入を検討してみてはいかがでしょうか。導入すれば、今述べましたように、獣害対策への使用、それ以外にも、今年も春に林野火災がありましたが、そういった火災や土砂災害への対応、また冬季間の積雪の状況、なかなか踏み入れない地、またはどのような状況になっているかという積雪の状況や、また雪害の確認、そして観光には、先ほどもお話ありましたが、10月に再開通する只見線を含めた三島町の絶景ロケーションの発信など、様々な分野での活躍が期待されます。外部への委託を極力減らすという観点からも、ぜひ導入を検討していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長　　町長。

○町長　　７番、菅家議員のご質問にお答えいたします。
　　第１項目の新型コロナウイルス対策についてですが、当町においては、６月末時点で12名の陽性者でしたが、７月からの全国的な陽性者の急増に伴い、当町においても陽性者が増加し、７月に13名、８月に42名の陽性者が確認され、８月末現在、累計67名の陽性者が報告されております。
　　要因としては、感染力が強いとされるオミクロン株ＢＡ５の急激な流行、また行動制限がないことにより、普段行わない人と会う機会が多くなったことが考えられます。高齢者の方々は、基礎疾患をお持ちの方が多く、感染により重症化する可能性が高いことから、当町としては、このような状況を深刻に受け止め、慎重な対応をしなければと考えております。
　　また、７月末から８月上旬にかけて、福祉施設利用者の陽性者が確認されました。福祉施設での発生でしたので、保健所の指導の下、10日間の施設業務停止、３日間の施設利用の停止となり、利用者及び関係者約40名の方々は医療機関でＰＣＲ検査を受けております。町としては、利用者の家族を含め、接触があった方々に対し、町のＰＣＲ検査を実施し、最小限の陽性者に留めることができたと考えております。
　　福祉施設での感染拡大の要因として、利用者家族がオミクロン株特徴の一つでもある無症状での陽性者だったことから利用者が感染したこと、また夏場でもあり、熱中症対策としてマスク着用が緩和されていたことから、施設職員が感染したことが大きいと考えられます。
　　福祉施設利用者が、ほとんどの方が基礎疾患を持ちの方で、今後徹底した感染対策を強化することをお願いしたところです。また、小中学校や保育所などの教育施設におきましても、マスクの正しい着用や、人と人との距離の確保、十分な換気など、感染対策を徹底していただくよう、教育委員会と連携して実施していきます。
　　今後のワクチン接種のスケジュールですが、現在国、県から正式な通知は来ておりませんが、10月からオミクロン株に対応したワクチン接種を実施する方向で進められており、当町においても、決定次第すぐに実施できるよう準備を進めており、今回の９月補正に計上しているところでございます。
　　今回のワクチン接種者は、１回目と２回目の接種を完了している方が対象となります。県内の医療体制は危機的な状況であり、さらなる医療体制の逼迫を防ぐためには、新たな感染者を減らしていくことが極めて重要であります。町民の皆さんには、一人一人が強い危機意識を持ち、自分だけは大丈夫なはずと思い込まず、改めて自分自身の行動を振り返り、感染対策の再確認をお願いいたします。
　　ワクチン接種は、現段階としては最大限の予防策でありますので、町民の皆さんが速やかに接種できる体制づくりを行い、町民のほとんどの方々が接種を行い、安全安心な生活を維持することに努めてまいりたいと思います。
　　２項目めの、ドローン導入についてお答えします。
　　町内におけるイノシシ等の鳥獣被害の拡大から、段階的な鳥獣対策が必要となったことから、令和３年度有害鳥獣防護柵等設置事業補助金交付要綱を改正して、地区または集落単位の団体には、従来の８割補助から９割補助としました。その結果、地区等で８件、農業法人１件、個人１件で計10件の申請があり、事業費は920万円の実績となっております。
　　令和３年度の被害面積は、前年に対して微増でしたが、被害額は24％増となっており、被害増額の理由としては、電気柵等を設置し農地被害がなくなりましたが、未設置の箇所の農地が集中的に被害を受けて、結果的に被害額の増になったと思われます。このために、今年度も引き続き６地区、３個人から申請があり、500万円程度の実績見込みであることから、集落周辺の森整備の実施と合わせて、被害額の減少が期待されます。
　　巻狩りの駆除効果については、令和３年２月に、大谷地区において、半日の計２回でイノシシ10頭の捕獲実績があり、その効果は実証されました。しかし、平和４年３月に実施した西方地区と大谷地区の巻狩りでは、捕獲実績がゼロ頭でした。捕獲できなかった原因は、今年２月に大量の降雪があったことから、新雪状態で入山できなかった状況であったこと、思いのほか３月の雪解けが早く、イノシシの移動が活発になってしまったことが考えられます。巻狩りはイノシシの活動が鈍い、積雪のある２月頃に実施することが効果的であると実感し、今後猟友会、地区住民と連携しながら実施したいと考えております。

　　今回、初めて鳥獣害対策でドローンを活用して猟友会と調査したところ、実際に鳥獣の足跡等を確認することで、西方地区や大谷地区のように、その場に生息している実態把握または上滝谷地区のように冬場は生息していない実態が判明し、その調査結果は非常に効果的でしたので、今後も継続して考えております。
　　町のドローン導入についてでございますが、令和３年12月議会において、大竹議員の答弁を申し上げたとおり、利用頻度やオペレーターの観点から、現時点では町が所有することは考えておりませんということでございましたが、しかしながらドローンの効果や、あるいは隣接町村の購入等含めて、当町においてもドローンの導入を今後やはり考えていく必要があると考えております。
○議長　　お諮りいたします。昼食休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　午後１時10分まで昼食休憩といたします。（午後０時０４分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時１０分）

　　皆さんにお知らせいたします。５番、長谷川清雄君は、午後所用のため欠席となります。
　　７番、菅家三吉君、再質問を受けます。菅家三吉君。

○７番　　それでは、再質問させていただきます。
　　まず、コロナウイルス対策についてのほうで再質問させていただきます。
　　答弁書のほうで、今回７月、８月にかけて感染者数、当町においても急激に増えた状況のところで、まず新型のオミクロン株の流行、そして行動制限がないことにより、ふだん会わなかった人と会う機会が多くなったことが挙げられるということですが、今後、先ほどから話ありますように、10月から只見線の再開通もあります。当町においても、交流人口がこれから増加も予想されます。宿泊施設、また観光業の方を含め、お客さんに来てもらえることは、大変喜ばしいことではあると同時に、また海外からの入国制限も徐々に緩和される動きも出ておりますので、インバウンドの復活の兆しも見える反面、町外の方と多く接触される時期も増えるのかと思われます。
　　そこで、事業者の方においてはうれしい反面、心配されている事業者の方も多いのかと思っております。改めてそういった観光関係の事業をなされている方を中心として、コロナ支援対策のときに町のほうで音頭をとっていただき、いろいろご説明なり支援策等々ご説明あったときのような、再び、改めて一堂に会して、今心配されていることとか、今後お客さんの受入対応、受入れについてどのような対応をしたらいいかとか、皆さんおのおの、現在そういった観光業の方で感染なさったなんていう、お客さんのほうから感染されたなんていうお話も聞いていないので、十分な対策は取られているのかと考えておるところではありますが、改めて皆さんと同じ場で、同じ対応というか、お客様に対する対応も含めてですけれども、どんなふうに取っていけばいいのかなんて思っているところではあると思うので、ぜひそういう時間をつくっていただければと思っておるのですが、その辺いかがでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今ほどの、７番、菅家議員の再質問についてお答えいたします。
　　菅家議員のご指摘のとおりでございますが、今観光的な施設等、また飲食店等についての感染拡大といった事例は、当町にはないという状況でございまして、まさしく菅家議員おっしゃっているとおりに、観光業を中心とした皆様方については、徹底した感染対策を行っているのかというふうに、私たちは考えております。
　　しかしながら、今ほど菅家議員ご指摘のとおり、10月よりまたＪＲ只見線の再開と同時に、観光業の方が、観光の方々が多く増えてくるだろうという想定をしておりますので、この件につきましては、地域政策課と連携しまして、何かしらの対応策についての方策について検討していきたいと思っております。
　　なお、飲食業関係につきましては、保健所の指導の下で飲食業関係を行っておりますので、なお保健所のほうともご相談しまして、保健所のご指導もいただきながら検討していきたいというふうに考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。
　　実際、皆さん本当に一所懸命感染対策なされている状況ではあると思うんですけれども、改めて、具体的に言うとアルコールの消毒の仕方とか、例えば、当町ではないですけれども、事例などを、保健所の職員とかそういう方をお招きして、特にこういうところが、例えば菌がたまりやすいとか、ウイルスが付着しやすい場所とか、そういうものを具体的に教えてもらえる場所があるといいのかと。そういうところを改めて指導していただくことによって、重点的に除菌したりとか、お客様が帰られた後の清掃の対応とか、そういうところを含めて一堂に会して情報共有できればと思っておりますので、前向きにご検討いただければと思います。
　　そして、続きましてもう一つ、再質問のほうですけれども、福祉施設等で感染拡大があったということですけれども、８月の頭、急激に増えた状況の中で、地域住民の方からもいろいろなお声をいただいたところであります。その中で、間違った情報というか、自分が知っていた話とはちょっと違う情報も耳に入ったりとか、全然知らない情報も入ってきたりとかっていう状況がありました。
　　というのは結構、もちろん感染者の公表は今なされていない状況ですけれども、こういった小さな町特有の、ちょっと話におまけがついて膨らんでしまったとかという状況も、正直あるのが実態だったのかと、この８月中は感じたところでございます。
　　そんなことを考えますと、町にも、実際県のほうからも情報は一切入ってこないという状況なのは熟知しておるところではあるんですけれども、例えば今回の福祉施設なんかにおいては、いち早く情報の提供なんかがあれば防げた部分はあったのかなんて、個人的には考えるところではあったんですけれども、その辺いかがでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　菅家議員ご指摘のとおり、７月末より、県のほうも、我々のほうにも一切情報が入ってこない、人数の報告だけという形になっておりまして、実際８月の、急激に感染が拡大した状況については、我々より町民の声のほうからの情報のほうが多く入ってきたというのが現状でございます。
　　高齢福祉施設の件につきましては、情報を全くっていうわけではなくて、あくまでも、やはり福祉施設管内での利用者に対しては、速やかに感染者が、利用者に感染者が出たという情報を利用者の方々に報告し、それに伴って、町で独自のＰＣＲ検査の実施、またはその家族の方についても、町のほうから独自にＰＣＲ検査をお願いしたいというような依頼をしまして、検査を実施したという形もありまして、先ほど町長からも申し上げたとおり、最小限の人数にとどめたのかというふうには、私たちは実感しております。
　　必ずしも、そういった重要施設のところにおきましての感染に関しては、できるだけの範囲の中での情報を速やかに提供していくという形はとっていくんですけれども、一般の方々につきましての感染については、これまでどおり我々としては、大まかな公表というのはなかなかできないというところもありますので、その個人的な情報のリスクを考えながら今後対応していきたいというふうに考えているところでございます。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　今の答弁の中で、ＰＣＲ、家族関係ですか、感染された方、家族関係のＰＣＲ検査の実施とありましたが、今回の８月頭の件では、町のほうから勧めて、実践ＰＣＲ検査、何件ぐらいやられておりますか。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　８月のＰＣＲ検査、町のＰＣＲ検査は、８月末で85件のＰＣＲ検査を行っております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　結構な件数、かなりの件数を検査されているんだとは思うんですけれども、なかなか町のほうからこういう状況、そういう施設とかに通所なされている、例えばご家族がなされているのでという状況であれば、町のほうからも声かけやすいというか、検査のほうをあっせんできると思うんですけれども、例えば、同じ地区に住んでいて、例えば昨日一緒にお茶飲んだとか、昨日温泉施設で一緒になったとかっていう方も、今回結構あらわに出てきたと思うんです。そんな中で、自分もちょっと心配だというときに、なかなかこう町役場まで足を運べない方もおられると思うので、例えば地区内で、仮にですけれども区長とか、例えば民生委員のご協力を得ながら、ちょっと怪しいんで検査してみたいなんていう感じで簡易検査、簡易キットをもって、ちょっと気軽に検査ができるような対応の拡充なんていうのを進めていければ、感染拡大防止、その後の第３次、第４次っていう感じの感染拡大防止にもつながっていくのかとは思うんですが、その辺いかがでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　確かに、議員ご指摘のとおり、速やかに感染の疑いのある方を判明しまして、その対応に応じるというのが一番の感染の拡大の防止になるのかというのは、私も思っております。
　　しかしながら、今その簡易キットの有効率というのですか、確率なんですけれども、今簡易キットについては、症状が出ない限り、やっても陰性反応が起きてしまうという状況で、簡易キットについては、症状が出た場合にすぐ行う、それですぐ結果が出るという形をとっていますので、そういうちょっと疑いがあるような方については、町としては、町のＰＣＲ検査を基本的に受けてくださいというようなお知らせをしているという状況ございます。
　　しかしながら、今回急激に拡大したときに、どうしても週末だったりとか、そういった事態が起きまして、土日はＰＣＲ検査どうしてもできないものですから、そういうことも困るだろうということで、先月末に、うちのほうとしても、急激な、急用で検査をしなくてはならないっていう場合に応じて、抗原体のキットを補充しまして、そういう緊急を要する場合についてはそちらの検査を使って判明拡大するような対応策を、先月末、準備を整えているというところでございます。なので、状況に応じてそういう対応をしていきたいというふうに考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。
　　その際は、週末の状況の際は、具体的にどちらのほうにご連絡して、どのような行動をとればよろしいのでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　基本的に、お知らせ版等にもお知らせしておりますが、うちのほうから、その情報というのは、県の情報というのはもう入ってこなくなりましたので、できれば、住民の方が心配な場合は、いつでも町民課のほうにお電話していただくっていうようなことを周知しておりますので、町民課保健福祉係のほうまでご連絡いただければ、対応を取っていきたいというふうに思っております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。心配な方はぜひ、ちょっと怪しいのかと思ったときは、迷わず町民課のほうにまずご一報入れていただくというのが得策なのかと、皆様そういう感じでご対応いただければということでよろしいでしょうか。
　　報道にもありましたように、４回目のワクチン接種も、前倒しの動きも出始めております。当町でも、10月予定していたものも、これから国県の動きも含めてなんですけれども、ワクチンの４回目の接種が、60歳以下でしたか。始まってくると思うんですが、そのワクチン、変異株対応の新しいワクチンがこれから出てくると思うんですが、今現状、そのワクチンの確保というのはどのような状況になっておるか、お知らせください。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　ワクチンの、新しい２価ワクチンの対応なんですけれども、うちのほう、町としても、速やかにワクチンの接種希望を出しております。昨日の情報というか報告ですが、取りあえず９月19日の週に、ファイザー製のワクチンが67バイアル届く予定になっております。これは第１クールと言っておりますが、第１回目として、三島町にファイザー製のワクチン、67バイアル、人数分化すると約400ちょっとでございますが、そちらのワクチンが入る予定です。あと、９月26日の週にモデルナのバイアル、こちらはまだ６バイアル程度ですけれども、入る予定という形になっております。
　　随時国のほう、県のほうを通して、ワクチンのほうは少しずつですが入っていくような形をとりますので、今現在ですと大体約450人分ぐらいのワクチンの接種が滞っているという状況でございますが、大体今回４回目のワクチンで60歳以上の方、大体８割強の方が行っておりますので、この方につきましては、今後の10月から行われるワクチンについては、５か月を経過しないとワクチンが打てないものですから、今回の方は除くと60歳未満の方が対象になってくるので、ほぼワクチンの接種は確保できているのかという状況でございますが、引き続きワクチンの確保には努めまして、例えば、今後この10月入ると、ほとんどの地域でこのワクチン接種というのが事業開始されますので、当町においては、この安全安心を守るために、例えば教員の先生ですとか、そちらの方についても打てるように、多めのワクチンを確保しまして、町の安全安心を図っていくようなワクチン接種に移っていきたいと、やはり行っていきたいという考えでおります。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。町内にお勤めの方にも前向きにご対応していただけるということなので、ありがたいと思っております。
　　新型コロナウイルスのほうは、最後になりますけれども、改めてになりますけれども、今防災無線のほうで、定期的にウイルスの対策方法等についてお知らせ、随時流れている状況であると思いますが、なかなか本当に定時というか、決まった時間に同じところから同じ音声で流れているので、慣れ合いというか、マンネリ化してきているのではないかというように感じております。その情報提供というか、やっていること自体は大変すばらしいことだとは思うんですけれども、町民の方への投げ方というか、もう少し、例えば三島テレビの、何かちょっと変化球を投げてみるとかというような感じで、もう少し飽きの来ないような伝え方、情報の提供の仕方、または町長だったり課長が自ら声を出していただいて、町民の方に呼びかけるような強いメッセージ性というものをやれればと思っているんですけれども、その辺いかがでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　確かに、議員ご指摘のとおり、ちょっと毎回、しつこいほどの放送を流させていただいておりますが、確かに一部マンネリ化してしまっていて、軽くもう流してしまっているっていうような町民の方も多くいらっしゃるというようなお話は聞いております。
　　今町民課としても考えているのは、今ほど議員のほうからご指摘もありました、三島テレビを使って、今度実際的にちょっと特集などをつくっていただいて、この感染拡大の予防策についてどういうふうな形をしたらいいかというようなのを、今月ちょっと考えていきたいと考えて、町民課としては打合せしているところでございます。そちらのほうを踏まえながら、ちょっと変わった感じで、コロナの感染拡大防止について町民の方に促して、流していきたいと考えておりますが、やはり大事なことというのは、もう今現在、一人一人の本当に危機管理をもって感染対策をしていかないと、どういう状況で感染がなるかというのも分からない状況になっていますので、こちらのほうを徹底して今後も周知したいと考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　前向きなご対応、ありがとうございます。
　　答弁書のほうにもあるように、今課長のほうからもありましたように、まずは我々一人一人が改めて危機感、感染しないという危機感を持つことがやはり一番大事なのかと思っております。そのためにも、やはり正確な情報というか、本当に、改めてにはなるとは思うんですけれども、どういう対応をしなければいけないのか、こういう状況のときはどういった感じにアルコール消毒しなきゃ、アルコールはどういう、何でこうするのかとか、改めてそういう認識、知識を発信していっていただければと思っております。
　　今回の感染拡大の中にも、家庭内感染というケースもあったのかと思いますが、家に帰ってしまえば、家族なのでマスクをやはり外してしまったりという状況はおのずと生まれるものではありますけれども、同じ屋根の下に住んでいても、やはりうつさないということが大事なのかと思っております。私も本当に帰ってすぐはマスク外さないというか、手洗い、うがいして、お風呂まではすぐ入りませんが、マスクを少しつけているなんていう状況も、自分で意識しながらやっているときもあります。自分がもしかしたら今日ちょっと夜会合があって出ちゃったなんていうときは、逆に意識をして、家庭内に入っても、一緒に住んでいる方にもうつさないという意識が必要なのかと思いますので、改めて町役場のほうからもそういった情報、メッセージを流していただければと思います。
　　それでは、続きまして、２つ目のドローンの導入についてご質問させていただきます。
　　まず、昨年から地域おこし協力隊のほうでイノシシ、ドローンとちょっと離れちゃうかもしれないですけれども、イノシシの生態調査や里山環境保全的な感じで、協力隊のほうを採用するという話がずっとあったんですけれども、先ほど桐の里産業のほうに１名今年度入っているお話ですけれども、その方は、そういった活動はなされているのですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　地域おこし協力隊、４月から入った方については、桐の里産業のほうの企画営業部門ということで、そちらのほうを担当していますので、鳥獣のほうは担当しておりませんが、個人的に狩猟とかに興味があるということで、自治体と併せた駆除とかにこれから参加してもらってもいいのか、ひいては狩猟免許とっていただいてもいいのかと思っています。
　　有害鳥獣のほうで協力隊、再三募集しているんですが、相談は来るんですが、実際の申込みはなくて、年度末の、なかなか就職が困ったときにいろいろ問合せして、結果的には申込みがないということの状況で、まだ採用には至っていない状況です。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　今桐の里産業に入られた方も、そういう興味あるということなので、ぜひ、なかなか仕事が増えるという状況はあまりよくないのかとは思いますけれども、そういう獣害、ましてや桐の里産業も農業部門、一所懸命やっておられますので、そういった獣害対策にも、職員のほうで目を向けていただければと思います。
　　ドローンの導入ですけれども、一応最終的には、ドローンの導入については、現時点では町が所有することは考えておりませんと。それでも獣害対策でドローンによる調査を予定しておりますが、専門的な事業者に依頼して対応したいと考えておりますということであるんですけれども、係る金は、出て行くお金は一緒ではございます。
　　今回、私ドローンの導入についてお話しさせてもらったんですけれども、まずはイノシシを主とした獣害対策の、その生態調査について、以前ドローンを使用してやったという経緯もありましたので、そちらをメインにしてお話しさせていただいたところではあります。
　　委託先も、町外のあれですよね、事業者に委託した、前回ドローン調査やったときは。それでよろしかったですよね。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　２社相見積りをとりまして、結果的には町内の会社のほうで受託しております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　三島テレビのほうでもドローン、現在保有しているということで、そのときは出していただいたんですけれども、三島テレビもなかなか人員不足というか、皆さんご承知だと思いますけれども、なかなか手が足りない状況ではあると思います。そんなときに、例えば、急の災害等で出動、ドローンが必要だなんていうときに、果たしてその委託先に頼りきりで、本当に欲しいという、緊急を要するときに、それでいいのかと思うんですが、その辺はいかが考えでしょうか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　昨年の12月の大竹議員の質問のときには、オペレーターの確保とか利用頻度等で、導入はちょっと現時点ではないということでしたが、先ほどの町長答弁の中で、役場内部で、どの部署にかかわらずですけれども、隣接町村も入っていますので、役場内部で内部協議を進めたいということで、先ほど町長答弁ありましたので、そのとおり内部調整していきたいと考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　一歩前進という感じではあるのかと思うんですが、ドローンを役場内で保有した場合に、例えば担当課、今課長のほうからお話がありましたけれども、仮に産業建設課が保有となると、産業建設課の職員しか動かせない。総務課の緊急時のときには動かせないという状況が生まれてしまうという可能性はありますか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　そのままですと、その職員しか使えないということであれば、産業建設課でドローンの技術を習得して、総務課に行って、産業建設課でドローンが必要なときに総務課の職員をお願いするというような形になりますので、例えば各課で２名ぐらいできるような体制づくりというのが、これからの課題かと思っています。
　　県あたりは、県の農林事務所、建設事務所、国の森林管理署等は土木の現場でドローンを入れていて、いろいろ話聞いてみますと、私みたいにある程度年配の人はなかなか操作難しいけれども、若い人で興味があれば、どんどんどんどん技術習得して、それほど問題ないということも聞いていますので、本人の興味があれば技術習得は可能なので、職員の異動とかそういった面もありますが、もし入れるんであれば、常に各課で２名体制ぐらい確保をできるような研修と、そういったドローンの操作技術の研修会とかを設けて、若い人は誰でも使えるような体制にしていくのが望ましい姿かと考えておりました。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。大分、２歩、３歩も、今の答弁で前向きに動いていただけるのかと思っております。
　　やはりドローン、特殊なライセンスといいますか、操作技術も必要になってくると思いますので、誰もが動かせるものではないっていうことは理解しております。ある課だけしか動かせないという状況が起きますと、やはり使い勝手が悪いという状況も生まれてきますので、今の課長の答弁のとおり、急に各課２名ずつ操作できるというのはなかなか現実的に難しいとは思いますが、前向きに若手のほうから、例えばドローンのスクールとか、そういう講習会などに顔を出していただいて、操縦できるようなものを計画立てて、年を追うごとに操縦できる人が常にいるというような状況になればいいのかと思います。
　　その場合に、例えば、以前に大竹議員からもお話がありましたように、災害時、消防団が出るような災害現場、火災現場等においても、あと捜索現場ですか、捜索現場等においても使えるように、例えば消防団員の方にも、民間にはなりますけれども、そういうことが、もしライセンスをとるように勧めて、消防団員であれば、ライセンス持っている方であれば、操縦できるといいなんて思うんですが、その辺はどうお考えでしょうか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　昨年も消防団の幹部の方が、相馬のほうで、そういったオペレーターの講習というものを受けてございますので、そういった取組も今後進めていかなければいけないというふうに考えております。
○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。
　　今回ドローンも、ちょっと皆さん、ほかの議員からも度々ドローン導入についてお話ありましたが、大分２歩、３歩前向きに進んで、導入に向けて動いていただけるのかと思っております。
　　何分こう使う場面、一般質問のほうでもさせていただきましたが、三島町の観光のほう、もうぜひ上空から只見川を撮影したような、よくＣＭとかでもやっていますけれども、ああいうのにも活用していただけたらと思っております。只見川、只見線、あとは美坂高原、本当に県内の人、もちろん県外の人にも、そして海外の方にも、三島の本当にすばらしい景色、歩いては行けないようなところでも、ドローンだと気軽に行って撮影できたりもしますので、そういったスポットにも撮影には活用できますので、全課を挙げてドローン導入、そして活用性をいろいろ協議していただければと思います。
　　以上で終わります。
○議長　　次に、１番、矢澤　昇君。
　　なお、矢澤　昇君の持ち時間は、ただいまから２時42分までといたします。
○１番　　１番、矢澤　昇であります。
　　まず初めに、私最近喉の調子が悪くて、聞きにくい点があるかと思いますが、その辺はご容赦願いたいと思います。よろしくお願いいたします。
　　私からは、２点ほど質問させていただきます。
　　まず最初に、道の駅駐車場拡張工事に伴う景観整備についてであります。
　　現在、道の駅の駐車場拡張の造成工事が始まっておりますが、町道川井西方線の赤道側にあります杉の木が景観を遮っております。今後、道の駅側まで伐採する計画があるのでしょうか。
　　赤道については、新たに駐車場に接続するように考えているようですが、私は、杉の木を伐採することにより、新たな観光スポットとして、道の駅に立ち寄るお客様により一層三島町の景観を楽しんでいただけるのではないかと考えますが、町の考えを伺います。
　　次に、道の駅駐車場の屋外トイレについてであります。

　　昨年も質問しましたが、現在は定期的に清掃されているようで、以前に比べればよくなったように感じますが、まだまだ改善の余地はあると思います。
　　前回の質問の回答では、駐車場拡張を含めて全体的な整備計画を策定するとのことでしたが、その後の進展を伺います。
　　以上です。
○議長　　町長。

○町長　　１番、矢澤議員のご質問にお答えします。
　　第１項目の、道の駅駐車場拡張工事に伴う景観整備についてですが、現在の工事では、駐車場拡張部分の伐採を実施いたしましたが、その先の斜面部分において、個人の方が自ら伐採していただけたこともあり、景観があけたことをまず申し上げさせていただきます。この伐採がなければ、今のあけた景観はないものと思われます。
　　当初の予算の計画では、駐車場部分の伐採を優先させ、その後間伐等により景観整備を行う予定でありましたが、赤道下の山林所有者の方が亡くなられたこともあり、今年度は駐車場部分の伐採のみとさせていただきました。多くの方々より、赤道下の杉等を伐採することにより、この場所は大変すばらしい景観スポットになるので伐採すべきではとのご意見もいただいております。私も現地を見ており、議員ご指摘のとおり、奥会津地域でも有数の観光スポットになると考えておりますが、対象となる山林は個人所有地で急斜面ということもあり、作業が相当困難な場所で、経費もかさむようですが、議員ご指摘のとおり、第一只見川橋梁と合わせ、三島町の新たな魅力づくりとして捉え、今後この場所の森林景観整備を取り組んでまいりたいと考えております。
　　続きまして、道の駅駐車場の屋外トイレについてのご質問でございます。
　　今年度は、専門業者に委託し、週１回、便器、洗面所、室内清掃と、月１回は建物周りも含めた清掃を実施し、加えて週３日で道の駅施設をメインに、屋外トイレも含め、清掃員による清掃を行っております。
　　議員ご指摘のとおり、以前ほどの苦情は来ておらず、トイレの室内に入っても、以前よりは汚れ等が目立たなくなっております。しかし、これで解決というわけではございません。多くの人が利用した際のすぐの清掃対応が課題になると思いますので、今年度、状況を踏まえ、気持ちよく使用していただけるトイレを目指してまいります。
　　また、駐車場の拡張を含め、全体的な整備計画を策定することに係る進展についてですが、以前のご質問等においては、トイレ建て替えについてのご質問と記憶しておりますが、答弁としては、駐車場整備後に利用状況を確認し、令和５年度以降トイレ改築検討を進めることをご答弁させていただきました。
　　進展に関しましては、大きな変化はございませんが、新たな駐車場の整備が追加され、全体的に、さらに利用者の幅が広がっておりましたので、駐車場整備後におけるトイレ利用状況を見極めながら、トイレ整備の検討をしてまいりたいと考えております。
○議長　　再質問を受けます。矢澤　昇君。

○１番　　今ほど答弁がありましたが、杉の伐採の件についてですが、一部は伐採ということもありますが、その後は、急傾斜地でもあり、やはり作業が困難であるというようなことですが、いずれはこの杉の伐採ができるというふうに私は捉えております。
　　いつだったか、４年度の重点事業等、当初予算の概要のベースの説明の中で、三島ガソリンスタンドと駐車場整備のイメージ図が載っておりました。これを見ますと、本当にすばらしい出来栄えになるのかと思います。そういうことですので、なるべく早めにこのイメージどおりにできますことを期待しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
　　以上、どうですか、課長。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　町長答弁のとおり、対象の場所が個人所有の山林ということもあり、その方がもともとは地元にいらっしゃったんですが、亡くなられたということで、相続はなんとか終わったみたいなんですけれども、その相続される方がやはり地元にいないということもあったりして、ちょっと手間がかかる部分があるとは思うんですが、皆さんからやはりいろいろ言われております。あそこが全部きれいになると思っていたというお話もいただいておりまして、あそこがきれいになると、やはり相当な俯瞰、景色になるかと思いますので、一気にやれるのが、予算も絡むことでございますので、あとは土地の権利、木の権利もありますので、そこら辺を整理しながら景観整備を進めてまいりたいと思います。
○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　なかなか急にはできないと思うんですけれども、いろいろ検討していただきまして、このイメージどおりに実現できるように期待していますので、検討していただきたいと思います。
　　次に、トイレの件なんですが、私はこれで３回質問いたしております。その後の進展を伺いますと、今の答弁の中では、まだまだ今、トイレの改築検討を含めて、ガソリンスタンドできた後っていうよりも、その時点で考えているという話でございました。
　　私は、これから、先ほどの議員の２人の皆さんが言っていましたけれども、10月１日には只見線の全線開通ということで、観光客も、まずそこに加えて観光施設となります。それに加えて、観光客もなると思われます。今のトイレでは狭くなってくると当然思います。そこで、駐車場拡張時に合わせて、思い切ってトイレの改築または増築をしたらどうですかということです。よろしくお願いします。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　そちらの件に関しましても、町長答弁のとおりなんですが、ちょっとなかなか、駐車場が完成と同時にトイレのほうも整備ということではなく、一旦駐車場のほうを整備させていただいて、年間の利用頻度とかそこら辺で、どのくらいの規模間のトイレが必要なのかということも多分出てくると思いますので、そういうことも今ベースに、見極めながら、令和５年度以降にトイレの改修なりの部分を検討していきたいと思っております。
○議長　　矢澤　昇君。

○１番　　どうもありがとうございました。

　　さっきも言ったように、私これで３回目なんです。それで、そろそろいい返事がいただきたいと思って今回も質問したわけでありますが、そういう実現できるように頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。
　　簡単ですが、私の再質問を終わらせていただきます。
○議長　　次に、２番、二瓶辰右エ門君。
　　なお、二瓶辰右エ門君の持ち時間は、ただいまから２時54分までといたします。
○２番　　２番、二瓶辰右エ門です。一般質問をさせていただきます。
　　今年の夏は、国民への行動制限がなかったため、我が三島町においても、多くの感染者を出してしまいました。誠に歯がゆい思いでありましたが、感染され、コロナの症状につらい思いをされた方々に、心よりお見舞いを申し上げる次第であります。また、これは感染された方なんですけれども、感染に至るまでの経過の中で、何かやはりそれぞれ気づいた点あるいは反省点があるんじゃないかというふうに思います。もしよければそういった話を友人や知人、近所の人たちに積極的にお知らせをいただければ、一人一人の今後の感染に対する防止策に大いに役立つんじゃないかと思いますので、お願いを申し上げておきたいというふうに思います。
　　三島町の中期財政計画を今回はメインテーマに掲げたいと思いますが、ようやく公表になりました。本年５月６日付で町のホームページに掲載をされました。したがって、本来ならば、さきの６月の議会で取上げるべきでございましたが、６月は町の防災対策について取上げようということで決めておりましたので、今議会となってしまいました。
　　三島町中期財政計画、皆さんは御覧になっているかどうか分かりませんが、中期財政計画、このようなもので、全部で９ページの冊子になって公表をされております。一般の方、町民の方々は、御覧になった方は非常に少ないのではないかと思っておりますが、我が町の財政が将来どうなっていくのかということを町民の皆様に知ってもらうことは、大変重要なことだというふうに思っております。しかし、日常使われない言葉や細かい数字の羅列を眺めても、なかなか理解することは難しいのではないでしょうか。そんなときこそ我々議会議員の出番ではないでしょうか。こうした問題を取上げ、誰でもが見聞きできるオープンな場で議論をすることによって、この財政計画の内容を少しでも町民の方々に分かってもらうということが必要であろうと考えて、今回一般質問をしてみたいというふうに思います。
　　ただ、財政用語の解説までしようとすると、持ち時間が私１時間しかありませんから、時間の中で収まり切れませんので、議論のやりとりから推察をしていただきたいというふうに思います。できる限り分かりやすくお話ししたいと思います。
　　さて、では中期財政計画とは何なのかということであります。
　　役場は、毎年度20億円から30億円の予算を使っております。その予算は、勝手に使っているわけではなく、毎年度必要な予算を見積り、３月議会に三島町一般会計当初予算として議会に提出をいたします。また、当初予算に修正や追加等が出てきた場合には、今議会でも提案されていますように、三島町一般会計補正予算として議会に提出されます。我々議員は、この予算書を検討審議し、そして採決がなされ、役場が使うことができる予算が成立をするわけであります。
　　このように、役場の予算は、年度年度ごとに編成提案され使われていくわけですが、中長期的な視点からの財政運営がなされないと、例えば、借金だけに頼ったような財政運営にもなってしまいかねませんし、反対にやらなければならない事業を先送りして、将来に負担をつけ残すということも考えられるわけでございます。したがって、私は、第５次振興計画を議論しているときの段階から、中期財政計画の策定を主張してまいりました。今後10年先を見通した計画には、その裏づけとなる財政計画があって初めて信頼されるものになるとの考え方からでした。そして出来上がった三島町中期財政計画は、３年先のものでしかありませんでした。２年度、３年度、この財政計画の中に、物すごく細かい数字の羅列でございまして、令和２年度から令和７年度までの数字が掲載をされているわけでございます。２年度、３年度は、当然決算が終了をしております。４年度は、当初予算がもう既に成立をしているわけで、それを自動的に書けばいいということでございます。したがって、将来を見通したという意味で言えば、５年度から７年度の３年間だけでございます。しかし、作成されないのではどうしようもありませんから、これも貴重な資料として、私としては検討しなければならないという立場でございます。
　　そこで、通告に従い、質問をさせていただきます。
　　①番、令和２年６月議会において、第５次振興計画が絵に描いた餅にならないためにも、中期財政計画を策定すべきだと主張してから２年、ようやく実現しました。なぜこんなに時間を要したのか、初めにお伺いをいたします。
　　②番目、次に、財政計画を策定するに当たっては、庁内の中で様々な議論がなされたと思います。最も苦労した点と、町長自らが最も力を入れて指示した点は何であったのかについてお伺いをいたします。
　　③番目、策定に当たっては、会津地方振興局の指導を受けたいというふうにされておりました。実際に振興局からのアドバイスのその主な内容はどのような点にあったのかについて、お伺いをいたします。
　　④番、次に、この中期財政計画は、本年５月に町のホームページに公表されました。この公表により、町長は町民に何を伝え、どのように見てもらいたいと思っているのか、その所感をお伺いいたします。
　　町長にお答えいただく前に、私前座で、私なりに、中期財政計画がどのようなものであるか、少し皆さんに私の見立てを説明させていただきたいと思います。
　　財政計画ですから、当然数字の羅列になるわけで、先ほども申し上げましたように、細かい文字で、令和２年度の歳入歳出、そして７年度までの歳入歳出がずっと科目ごとに細かく出ていて、非常に小さい数字でございます。そうすると、やはり素人ではなかなかこれを、経過を追って見ていく、あるいはどういうふうにそれを理解するかっていうのがなかなか大変でありますので、私は令和２年度、これ既に決算で終わっちゃっていますから、一番最初に出ている数字と、一番最後、見通した令和７年度の数字の比較対比表をつくってみました。そして、その構成比が令和２年度のときにどうであったか。そして、令和７年度のときにはどんな構成にそれがなっているか。そして、さらには比較増減、２年度と７年度を比べた場合、その金額にどのような比較増減額が出てくるのかについて、詳しく検討をしてみました。このような表を、ちょっと皆さん、まだなかなか分からないと思いますが、このような表をつくって検討をしてみました。
　　内容について若干申し上げます。
　　令和２年度の総額で申し上げます。これは、中期財政計画にある歳入部門です。歳入というのは収入です。税金が上がってくるとか、地方交付税が入ってくるとか、全体の町の収入でございます。その収入額のトータルは、令和２年度でいうと31億5,500万円でございます。それが令和７年度を予想すると24億6,100万円。６億9,300万円の減額、約、町の収入全体で、令和２年度と７年度を比較すると７億円の金が、収入が落ち込んでくるという予想になっております。したがって、どの科目でも、役所の収入というのは科目ごとに、例えば地方税だとか、利子割県民税だとか、あるいは法人事業交付税だとか、地方交付税だとか、使用料、手数料だとか、20項目ぐらいの収入科目があるわけでございますが、したがって、ほとんど、いずれもマイナスになるということでございます。そのマイナス幅が特に大きいのは国庫支出金でございます。国からの補助金、国から来るお金でございます。それが、国庫支出金が２億2,700万円の減。そして地方債、これは借金です。やりくりができないから借金をするということです。その借金が２億900万円、そして繰越金、これは翌年度決算で余った金額を次の年度に使うという繰越金、これが１億9,700万円ということで、これが一番大きなものでございます。合わせて７億円が減額になる。
　　では、なぜこんなに収入が減るのかと。７億円も減らさざるを得ないのかということでございますが、まず一番皆さん考えられるのは、人口減少と高齢化によって税収が落ち込みますよね、当然ですよねっていうふうに思うでしょう。ところが、これは大した金額じゃないんです。
　　地方税っていう、一番最初に項目が出てくるんですけれども、この地方税というところを見ますと、令和２年度の地方税収入というのは１億7,700万円ぐらいしかないんです。全体の収入額が30億円ある中の１億7,000万円ぐらいなんです。令和７年度は、当然人口減少やなんかで減ってくるというふうに予想しますから、１億6,000万円になっている。たかだか1,700万円ぐらいの減だから、これは大したことはないんです。
　　では、なぜそんなに減っていくのかということは、まず先ほど、国庫支出金と地方債と繰越金というふうに申し上げましたが、まず国庫支出金の大幅な減は、令和２年度は、コロナの交付金が約２億円、国から出てきているわけです。地方創生臨時特別交付金という形で。それの特殊要因があるために、かなり金額幅が減っているということでございます。
　　次に、地方債でございますが、地方債を２億900万円減らさなければならない。それは、減らさなければならないんです。借金残高が非常に今高止まりをしております。30億円以上の一般会計で借金をしております。したがって、これ以上借金すると財政がもっともっと厳しくなるので、地方債はどんどんどんどん減らして、借金返済に充てていくっていう財政運営をしていかないと、今後立ち行かなくなってまいります。したがって、令和７年度においては、借金する金額を極端に抑え込むしかないということで、その金額が減ってくるということでございます。
　　そして、３番目の繰越金、約２億円あった繰越金は、２億円減額になるわけですが、それはなぜかっていうと、財政が厳しくなると予算編成を厳しくします。そして、みんな厳しくなればなっただけ、あった予算を使い切らざるを得ないというような活動になってまいります。そうすると、そこに繰越金が出ない、余剰が出ないということになります。これは、前にも申し上げましたけれども、したがって繰越金の金額が大幅に減ってくると。そういうことで、なんと収入で７億円近くの金額が減少してくるということでございます。
　　これ、７年度までなんですけれども、つくった、表を見てみた私としては、これが８年度、９年度になると、もっと厳しくなります。そういうふうに見てとれます。
　　そして、次に歳出、では７億円も減った収入に対して歳出、支出のほうはどう減らすのですかっていうことが一番大きな問題になってくるわけです。
　　同じ考え方、２年度と７年度を比較しますと、総支出額では５億円の減少をせざるを得ない。７億円までは縮めることができないので、５億円分縮めますという結果が、こういう表になって表れてくるわけでございます。その５億円を減らすということは、歳入科目、この歳入科目も10項目ほどあるんですが、人件費から災害復旧事業費まで、歳出の、支出の科目があるわけですが、それのほとんど全てにおいて減額になるということでございます。
　　皆さん、よく考えてみてください。令和２年度に29億円あった予算、29億5,000万円あった予算を24億3,000万円に落とさなくちゃならない、約５億円落とさなくちゃならないということですから、これはなかなか厳しい財政運営になるということでございます。したがって、どの科目も三角になるんですが、そこの中で３つだけ、３つだけ、科目が12項目あるうち、ほとんどは全部三角がずっと並ぶんですけれども、そこでプラスになるのが３つあるんです。何と何だと思いますか。
　　まずは、公債費。これはプラスになるんです。借金を返すお金。今まで30億円以上の借金をしているので、それに対して毎年お金を返さなければならない。借金返済の金、これを公債費っていうふうに言うんですが、それが２億1,000万円のプラスになるんです。プラスになるんです。
　　そのほかにプラスになるのは、扶助費。扶助費というのは、これ社会保障費ですから、高齢化が進み、人口減少も手伝うんでしょうけれども、そういう生活に困った人たちに対して現物給付をしたり、手当てをしていくっていう金額は、どうしても増えざるを得ない。でもそれは微々たるもので、579万円という形になります。
　　もう一つだけ増えるものがあるんです。何だと思いますか、もう一つだけ。人件費なんです。人件費が7,300万円増加になるんです。これを義務的経費と見れば当然の増という形になるわけですけれども、数字をいじらないでそのままの形を、予想をしているということでございます。

　　その３つが増えているのですけれども、それ以外の科目は全て減少をしているということでございます。
　　そこで、この人件費の伸びなんですけれども、この人件費の伸びを、義務的経費として、そのまま何の対策も取らずにいいかということを、やはり議論をしていかなくちゃならない。人件費を今後どう取り扱っていくかということを、やはり俎上に上げて検討すべき時期に私は来ているのではないかというふうに思います。
　　その人件費は、こんなグラフなんです。
　　これは、平成20年度から令和７年度までの総人件費の推移を表したものです。20年度、これ数字入っているんですが、20年度は、人件費は３億5,800万円、これ上の数字なんです。３億5,800万円、24年度は３億5,900万円、28年度は３億6,000万円、30年度になると３億7,000万円、令和２年度になると４億円になる。令和４年度になると５億円になる。平成28年度あたりからじわじわと上がって、ぐんと上がって、それが横ばいになっていくというのは、この表でございます。
　　この下の表は、うち職員給というふうに書いておりますけれども、正規の職員に対する給料の総額、全体額です。それは、全体の人件費の中に、もう内数に含まれます。したがって、これとこれの乖離というのは、正規職員以外の人件費として支出されているものであるということでございます。この幅が、どんどん乖離が広がっていくということは、職員の方々に対する給料の支払いよりも、その他の人件費の分がどんどん押し上げているというグラフに私は見てとれると。したがって、人件費について、俎上にのせて議論しなければならない時期に来ているというふうに主張を私はしているわけでございます。
　　もう一つは、非常に心配なのは、人件費と物件費と公債費っていうんですが、これはどちらかというと義務的な経費で、役場が役場として存続するためには必ずかけなければならない経費なわけです。その額の多さ、少なさは別にして。その厚生費、人件費、物件費、公債費を合わせた構成比率を見てみますと、全体の予算で、令和７年度になると53.9％、半分以上が人件費、物件費、そして公債費、借金返済です。この、どうしても決められた金で動かざるを得ない経費が全体の半分以上を占めるという予算になってきます。それが、令和２年度だとまだ36％ぐらいなんです。それが53％まで跳ね上がってくるんです。そうしますと、どういう現象が起こるかっていうと、住民サービスが低下せざるを得ないんです。何かやります、やりますって言っても、できないことがいっぱい出てくるわけです。予算的な措置ができなくなってきちゃうんです。そういうふうな歳出に、今見込みが、立てているということでございます。
　　そして、下のほうにいろいろな指標があるんですけれども、その指標は、なかなかこれ分かりづらいんで、こういうような指標があるんですけれども、２つだけ、簡単なやつで指標を言ってみましょう。
　　経常収支比率という指標があります。この経常収支比率というのは、今申した物件費、人件費、公債費、そういったものが全体に対してどのぐらいの割合を占めているかというのが経常収支比率というもので、この経常収支比率というのは、通常、理想的には、理想は70％から80％ぐらい、それが理想的な地方自治体の財政運営だというふうに言われております。
　　やはり、これは財政運営上、隠すべからざる指標でありますから、町役場も、第４次振興計画のときに、この目標値を設定しました。その目標値は85％でした。その前期計画で目標値をやったんですけれども、それが達成できなくて、後期計画からはその指標を外しました。ただ、役場で思っていたのは、85％ぐらいまでは何とかしたいという感覚を持っていたということでございます。それが、実に、令和２年度で87.1％になっている。令和７年度では96.7％になっているということは、もう身動きが、自由度がきかなくなっているという財政運営になるということの証でもあります。そして、実質公債費比率、私これ何回も言っていましたね。借金をすれば実質公債費比率がどんどんどんどん上がっていくよと。それを、第５次振興計画の数値目標に、4.1％っていうふうに上げていますね、載せていますよねと。でも、これ守れるんですかというふうにお伺いしたことがありますが、それがもう令和７年度では６％、目標としていた4.1％をはるかに上回る６％になっている。令和７年度においては12％になるんです。これはかなり厳しいということでございます。
　　では、何でそんなに厳しくなっちゃったのか。何でそんなに厳しくなっちゃったということでございますが、私は、中期財政計画のほかに、三島町の決算をずっと調べておりました。平成20年度からの決算の資料が私の手元にあるので、それをちょっとグラフ化してみました。これを、平成20年度から令和７年度までのその数字をグラフ化してみました。それがこれです。何でそんなに財政が厳しくなってきたのかというのが、この表で見ると、一目で皆さん分かります。
　　この赤い線が投資的経費の推移。これは投資的経費と維持補修費の推移。そして、間に補助事業と単独事業、災害復旧事業というのが入っているんですが、赤の棒線グラフが全体の合計額を示しております。ここで見るとおり、どうですか、もうこの辺からがくっと上がっているでしょう。もう全然違うような上がり方をしているでしょう。これが最大の原因なんです。
　　平成20年度の投資的経費の合計額、これは維持補修費もわざと私含めております。それが、20年度、8,500万円なんです。20年度、8,500万円しか使えていないんです。それは、その当時、非常に前からの借金の返済が非常に厳しかった。人件費も抑えながら、物すごく厳しい財政運営を強いられた。それが、20年度が、一番最後の時代なんです。そのときに投資的経費は8,500万円。それが、24年度になると、少しずつ借金の残債も減っていくんです。少し余裕を持てるようになったんです。そして、そのときが、これは２億4,000万円までぐっと上がってくるんです。それが、平成28年度になると倍増するんです。８億3,000万円。そして、30年度になると少し落ちて６億1,000万円、そして令和２年度になると９億円。そして、令和４年度はこれ公共事業を落とさざるを得ない、したがって６億円。令和７年度は５億円というふうに落としていくんです。原因は何かというと、全ては、これに関わる借金が30億円以上に上っているということから始まっているわけです。
　　これは何なら、借金返済というのは、地方債のところでも、議案でも見るとおり、３年据置きの20年間での元利均等償還になっていますよね。20年に設定しているか10年に設定しているか分かりませんけれども、３年間据え置いて、それから10年や20年かかって返済していると。だから、そのときの財政状況よりも、五、六年返済というのは遅れて来るわけです。すると、ピーク時というのはもっと遅れる。そのピーク時が今のところまだ来ていない。そうするとどうなるかというと、こういうふうになる。
　　これは公債費、借金をしている残高と基金、借金を返済するために積んでいる基金の残高を示したものです。この上のグラフが借金の推移です。令和４年度にピークになって、７年度少し落ちてきますけれども、そんなようなグラフになっています。そして、基金です。減債基金と財調基金ですけれども、それは黄色のやつで、ほぼずっと今度は下に行ってしまいますね。少し、若干数字を申し上げますと、公債費残高は、20年度に４億7,000万円、違うな。これは違った。地方債残高は、平成20年度は21億円です。それが24年度には18億円になるんです。28年度になるとまた上がってきて23億円。一番ピークになって、令和４年度になると36億円に、地方債、借金の残高がどんどんどんどん上がってきた。したがって、この財政計画というのは、今申し上げたような財政運営状況を強いられてくる。そして基金は、基金残高は、一番多いときが、平成28年度、11億9,000万円、30年度、12億円あったんですが、それが令和７年度になると５億9,000万円、令和８年度になるとゼロになります、きっと。そのぐらいの財政運営になってしまっているということなんです。だから私は、中期財政計画をつくって、この財政運営の現実をみんな共通認識として持たなきゃ駄目だと。だから中期財政計画をつくってくれよと、口を酸っぱくして言ってきたわけであります。
　　元に戻ります。
　　以上でございますが、中期財政計画の私の見立てを終了して、質問を継続させていただきます。
　　中期財政計画の歳出予算への計上は、昨年10月に策定された公共施設個別施設計画及び学校施設個別施設計画が反映されていないというふうに思われます。町の公共施設と学校施設を合わせて全部で100施設、134棟について、今後の10年間で、毎年、毎年ですよ、５億3,000万円、10年間では53億円が必要であると町はしています。しかし、今回のこの中期財政計画には、それの姿が私は読み取れなかった。したがって、積立金を増額するなど、この点をどのように考慮したのか、お伺いをいたします。
　　次に、６番目、この計画に見るとおり、中期財政計画ですね、見るとおり、危険水域にある我が町の財政基盤をしっかりとさせるためには、何回も申し上げているとおり、早急に行財政改革に着手する必要がもうあります。これは待ったなしです。そこで、大胆な経常経費の見直し、これは町長が令和２年６月議会で表明をされました。しかし、令和３年度当初予算においても、令和４年度当初予算においても、反映はされていませんでした。大胆な経常経費の見直しは、果たして断念してしまったのか、お伺いをいたします。
　　７番目、財務状況資料集の、これも前々回の質問でいろいろした財務状況資料の経常経費分析表によると、令和３年11月に公表された元年度決算分析と、令和４年３月に公表された令和２年度決算分析に重大な変化が見られます。昨年度決算においても、財政状況はさらに悪化していると言わざるを得ません。そんな状況の中で、分析結果の大きな変化となった要因、特に財政をとり巻く状況がどのように変化したからそうなったのかということで、それをどのように評価した上で、変更表現としたのかをお伺いをいたします。
　　次に、これは中期財政計画と連動する話でございますが、定員管理計画について、テーマとさせていただきます。
　　本年３月議会でも取上げました、全国市町村の経常経費分析表によると、令和２年度の決算は、前年度よりさらに悪化をしております。特に、人口１人当たりの決算額で見る人件費については、要するに、１人の町民が人件費として、役場が支払っている人件費として、年間で幾ら負担しているのっていうことでございますが、人件費について、１人当たり決算額で見る人件費については、23万6,000円から27万9,000円に上昇をしております。そしてまた、人口1,000人当たりの職員数、人口が1,000人のところであれば、役場職員というのは何人置いているのっていう、1,000人当たりの職員の数でございますが、それは、元年度は26.96人、それが２年度になると29.45人と、実に１年間で2.49人増加しているという結果になっております。全国56の類似団体、それぞれに事情が、特殊な事情があると思いますが、我が町の人件費や職員数がハイレベルにある、その結果をどのように評価しているか、お伺いをいたします。
　　次に、平成30年３月に策定されました、これは平成30年３月に、５年後のことを策定するんですが、定員管理計画においては、令和５年３月までの職員数の目標値を44人程度というふうに目標値を定めて取り組んでおられたわけでございます。それが、令和５年度の３月までの目標値は、もう、今度新しい５年後の目標値をつくる時期に今来ていますから、多分管理計画が策定されるんでしょう。だから、これから作成される新たな定員管理計画においては、どのような方針で臨む考えなのかを伺っておきたいと思います。
　　通告ではあと２問ほど実は予定していたんですが、執行部からの答弁も含めると時間が足りなくなってくると思いますので、これで私の質問は打ち切らせていただきます。
　　なお、質問しなかった答弁についても、答弁書は用意していたと思いますので、お知らせをいただければ幸いであります。
　　今までるる申し上げたとおり、中期財政計画は、今後の町政運営にとって極めて重要な計画であります。今回の私の解説だけでは、なかなか私も言い足りない部分もいっぱいあって、なかなか分からない点も多かったのではないかと思うのであります。町は、こうした重要な計画を策定したのであれば、町民に広くかつ分かりやすく広報すべきだというふうに考えますし、我々議員に対しても真摯な説明があってしかるべきと考えるのですが、そうした対応がおろそかになっているということを指摘申し上げ、私の質問を終了させていただきます。ご清聴誠にありがとうございました。
○議長　　町長。

○町長　　２番、二瓶議員のご質問にお答えいたします。
　　第１項目の１点目、令和２年６月議会でのご指摘から、県の指導を仰ぎながら、財政計画の策定を目指したところですが、会計制度による財務４表の作成を最優先事項として取り組むよう指導があり、同時並行して進める必要があったことなどから、時間を要したところであります。
　　２点目の、最も苦労した点は、歳出予算を見積もるに当たり、振興計画あるいは過疎計画との整合性を図り、財政表の数値を見据えながら、現状とかけ離れた計画とならないよう調整を図ったところで、最も力を入れたところは、町が進める事業について、計画に基づいて実施するため、財政的な裏づけをどのように確保するのかであります。
　　財政基盤が脆弱である当町においては、町単独での費用負担は厳しいことから、補助事業の獲得が大変重要であり、単費を抑えながら、確実に事業を実行してくといくことが重要と考えます。
　　３点目の、会津地方振興局のアドバイスを受けてございません。県の指導を仰ぐために申請しましたが、さきに答弁を申し上げたとおり、優先順位の関係で指導を受け、申請を取下げており、助言等いただいておりません。なお、今年度において市町村財政診断を希望しており、10月以降に受ける予定となっております。
　　４点目については、町の財政は国の動向に左右される脆弱なものですから、財政が逼迫しないよう、住民が安全に安心して暮らしていけるよう、しっかりとした財政を取り組むとの思いであり、今後も積極的に情報公開をしていく考えであります。
　　今後の予算編成の指針となるもので、なかなか見方も難しいと思われますが、それぞれの立場で御覧をいただき、どこに予算が配分されているのか、疑問や感じたことと等、気軽にご質問、ご意見を頂戴し、丁寧に説明してまいりたいと考えております。
　　５点目の、今回の中期財政計画は、振興計画に掲げた事業の財政的な裏付けという意味合いから、振興計画に盛り込まなかった事業については、俎上に乗せておりません。今回、予想される公債費の増を見据えた財源確保の観点から積立金を計上しており、地方交付税決算ベースで見積もる等、歳入を適正に捉え、歳出計画額ベースで抑制していくことで、基金積立金は減少していきます。積立ても考慮したところであります。
　　６点目の大きな、大胆な経常経費の見直しについてですが、現在国は新型コロナウイルス感染症対応という未曽有の状況にあり、地方創生を推進する中で、脱炭素、あるいはＤＸ等の推進、地域経済対策等を図るため、積極的な公的支出をしており、当町では、予算規模も過去最高を記録する、積極的に事業に取り組んでおります。限られた人員の中で新たな事業へ取り組む等、マンパワー不足を感じております。国の動向や財政状況を注視しながら行財政運営をすることが肝要で、今は公的支出を活用し各種事業を実施していることから、大胆な見直しには至っていない状況でありますが、今後も財政状況を見ながら、不断の見直しに努めてまいります。
　　７番目の分析結果については、大きな変化があったとは捉えておりません。令和３年度と比較しても、現状維持か向上をしており、地方交付税の増額が大きな要因となっております。
　　続きまして、定員管理計画と人材育成についてお答えいたします。
　　全国類似団体56団体は、5,000人以下の自治体で、産業構造が似ている団体でありますが、人口規模で見ますと、少ないほうから９番目であり、人口が少ない町村に総じて人口１人当たりの負担が大きくなっており、他自治体の内情までは分かりませんが、当町においては、少ない職員の中、先進的な事業に積極的に取り組み、事業、業務に対応していると考えており、業務に見合ったものと捉えております。
　　２点目の、令和５年度の定員管理計画では、現計画をベースに、今後の人口減少を踏まえ、業務と適正人員を検討する必要があると考えております。
　　また、定年延長も制度化されますので、今後しばらく定年退職者が発生しないことも想定し、一時的に職員が増となるかもしれませんが、職員の年齢構成も考慮し、職員の採用を計画的に実施していくことが必要であると考えます。
　　さらに、現在も育児休業等に対応した支援体制とはなっておりませんので、急な人材核確保が難しい状況を考慮し、議会の皆さんともよく協議しながら策定してまいりたいと考えております。
　　以上です。
○議長　　再質問を受けます。二瓶辰右エ門君。

○２番　　今ぽっと心に残った答弁の言葉でございますが、少ない職員の中で、当町においては、少ない職員の中で、先進的な事業に積極的に取り組み、業務に対応していると考えており、という点でございます。もう本当に小粒だけれどもきらりと光るということです。それが、職員が積極的に先進的な事業に取り組んでいる。言葉に、胸にぷんと落ちました。でも、腹に落ちません。なぜなんでしょう。どんな先進的な事業に取り組んでいるのか。そこのところがよく分かりませんが、ちょっとここのところを具体的な、少ない職員の中でって申し上げています、言っていますけれども、職員数はほかの50類似団体より多いんです。先進的な事業に積極的に取り組んでいる、どんなことを具体的におやりになっているのか。言葉はすばらしい、でも腹に落ちない。それは実態が、私がつかめていないっていうことだと思います。町長、教えてください。町長答弁です。
○議長　　町長。

○町長　　先進的な事業というのは、地域循環共生圏の事務事業とか、あるいは循環型社会の事業とか、あるいはそういうものの取組、あるいは観光においても、やはり歴代の首長が積み重ねたものをさらに発展しようということで進めているということが、そういうのが、他町村にはない先進的な事案ということで考えております。

○議長　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　他町村でもやっていますね。観光なんかはもう特にもっともっと力を入れて、先進的な事業に取り組んでいるというふうに思って私はいるから、なかなかすとんと腹に落ちない。言葉の遊びのような気がしてならないということでございます。
　　町長、せっかくお立ちだったので、ちょっとここと観点離れるかもしれませんが、町長はよく、私は直接聞いたことがないんですが、今テレビで話題になったんです。そういえばというふうに思って、朝ドラの、何だっけ、沖縄のやつ、やっていますよね。そのときに、あるイタリアンレストランのオーナーが、自分の従業員が結婚した、主人公が結婚したときのはなむけの言葉を彼女がスピーチした。そのスピーチの内容が、町長が言っているいつもの何か言葉だったらしいと。足下を掘れば清らかな泉が出てくるんだ、見えてくるんだというような話をしたんだそうです。それは、多分、温故知新っていう言葉が日本にありますけれども、それと共通する面を持っているという学説もあります。あれはたしかドイツの哲学者であるニーチェが、足下を掘れ、泉が見つかるぞっていう、ニーチェの言葉だったというふうなことを、そのときの、もうたしか放送したんですよね。それで全国的にシェア、先見性を言っているな。それはすとんと腹に落ちるんです。
　　それで、町長は、40年近く役場の職員としてここに在籍をされ、そしてトップリーダーとしてもう間もなく８年になるんだろうと思うんですが、仕事をされてきた。その中で、自分に対して、自分に対してですよ、ほかの人が泉を掘るんではないです。自分が泉を掘ると、足下を掘ると何が見えてきましたか。教えてください。

○議長　　町長。

○町長　　自分の足下の泉を掘れというのは、例えば、２人いるときに、ＡはＡの足下を掘る、ＢはＢの足下を、認識をお互いにする。その中で、違いを感じながら、どういうふうに成長して、みんなでつくっていくのかということがやはり大事なんだろうというふうには考えています。
　　そういう意味からしますと、先ほどのここの環境の問題、環境とか、例えばこの只見線をどういうふうにしていくのかっていった場合に、やはり会津若松とは違う、あるいは中通りや浜通りとは違う、この地をどういうふうにみんなでつくっていくのかという、そういう例えば共有が必要だろうと。多様性の中に統一性を、どういうふうにこの地域の中でつくっていくのか。この前の、例えば奥会津ミュージアムというのはまさにそういうことをやろうとしているわけです。だから、そういうことが、他人と意見は違うんですけれども、他人の意見の違いを見ながら、どういうふうにして、寄り添いながらこの地域をみんなでつくっていくのかということが、私の一つの大きな考えでございます。
○議長　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　こういうことですね。それぞれが自分の足下を掘って、それぞれ違ったいろいろなことが出てくるでしょうと。だから、それを統一的に全部こう横でつなげるような町政運営が必要だと私は感じたと。それが、自分が足下を掘った結果の認識であるということですか。

○議長　　町長。

○町長　　そういう、やはり認識が私は常に持っていて、例えばこの地域、この地域、例えば三島町なら三島町、金山なら金山、昭和なら昭和、只見なら只見、それぞれのまちづくりのスタイルというのがあるわけです。そのスタイルの中で、例えば、お互いに私の町のスタイルはいい、金山はいい、柳津はいい、柳津は三島よりいいと、それぞれ思いを持っているわけなんです。しかし、その持っているけれども、もう人数が少数になって、これからなかなか進め切れないというようなことで、例えば今の地域なんていうのは、今いろいろご指摘ありましたけれども、私もいろいろ調べたけれども、例えば財政力指数なんていうのも大体ほとんど同じ。ただ、金山町は0.21、あとは昭和町が0.1、うちのほうが0.15ぐらい。そういうのが全部財政力の弱い、そしてなおかつ職員定数も、こう県で平成２年度に示した、この前、私は全部とりました。そして、やはりある面ではこういう地域の中で同じような例えば生活をして、同じような財政構造である、そういう場合に、ではどうしていったらいいのかというようなことで、ずっと考えてきたわけなんです。ところが、王手飛車取りはなかなか難しいというようなことで、少しずつ足下の泉を掘りながら、お互いに分かるような社会、あるいは地域をつくっていくということが、私はこのまちづくりの、私の原点でございます。
○議長　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　なんかよく分からないですけれども、結局自分の足下を掘った結果、見えてきたものは、連携が必要だ、それぞれの多様性を認めよう、しかしそこは、連携といってもすぐには難しい。だから、ゆっくりと一つの効率的な考え方の中でやっていこうと。自分としては、環境だとか、循環型だとか、そういったものをキーワードにしながら町をまとめていこうという発想になっていると。こういう大ざっぱな理解でいいですか。短くしてください。

○議長　　町長。

○町長　　それは、何言っているか分からないと言いましたけれども、分からないはずですよ。違うんです。（「いえ、それはお互いに分からないだけですよね」の声あり）だから、私は、二瓶議員のことは分かりませんとは絶対言いません、そういうことは。そういうことが、お互いをはじき飛ばすような地域をつくっていくということではないのかと私は思っています。
　　だから、そういうことではなくて、やはり違いますから、生まれた環境、育った環境も、いろいろ。そういう違いを分かるいうことが大事なのかというふうに考えております。その中からどうしていくのかと、こういういい資料をつくっていただいたのですから。
○議長　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　具体的にお話ししましょう。
　　これは、令和元年度と令和２年度の経常経費の分析表です。そこで、人件費の欄だけちょっと見てみます。令和元年度、これは、数字は嘘をつきませんから、私が発表した数字がそのとおりですから、数字は間違っていませんよね。それを、役場がどう評価したかっていうことなんですけれども、この前も言ったとおり、現在の職員数の削減は、事務事業の担当状況から見て非常に困難と考えられるが、業務の見直し、スリム化と並行した職員削減が急務となると、元年度にはこう言っているんです。最後の結論は、職員削減が急務となるって言っているんです。ところが、２年度になると、こういうふうに言っているんです。職員削減や人件費削減は容易ではない。業務と人員配置の不断の見直しが重要であるというふうに表現が変わっているんです。私はそこを指摘しているんです。かなり後退したと。職員数の削減が急務となるという結論が、不断の見直しが重要であるというふうに変わったところに着目しているんです。これをどういうふうに思われますか。これは哲学の話じゃないです。表現の話です。
○議長　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　いいです。答弁出てこないようですから結構です。
　　あと、この表なんですけれども、これ人件費の推移なんです。平成20年度から令和７年度までの、これは人件費の推移なんです。上の赤線が総人件費です。この表に載っている人件費。そこの下に、うち職員給というのが書いてある。これが正規職員の総人件費、ここにこの乖離があるということなので、この乖離というのは、当然職員に払うほかに、臨時的に雇ったり、そのほか我々議員に対する報酬だったり、そういうのも人件費に数えているかどうか分かりませんけれども、この乖離幅が、このグラフから見ると、どんどん大きくなっていると私は見ているんです。職員の給料というのは、定数を変えなければ、年々高年齢化するというのはありますけれども、でも新陳代謝が起こりますから、そうは変わらないはずなんです。そうすると、これがどんどんどんどんぐっと大きくしていくということは、ほかの人員を雇い上げる数、そういったものをどんどん多くするんだという計画だというふうに私は読み取るわけです。その考え方は間違いですか。ほかに要因はございますか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　職員数と全体の人件費の乖離というところだと思うんですけれども、先ほど町長ありましたように、定年延長という部分もあって、職員数、退職者がここ数年発生しない可能性がございます。そういったときに、退職者の補充ということでの人員採用ということもありますが、退職者がいないから採用しないとなると、職員の年齢構成上、非常にアンバランスな状況になって……
○２番　　そんなこと聞いていない。ここの乖離の問題を聞いています
○総務課長　　ということもあって、その中で、７年までのところは職員数の数値が入っていませんよね。
○２番　　これまだ数字が出ていないんですよ、出ていないんです
○総務課長　　その部分については、多分職員数も同じように上がって、職員給も上がっていくという想定であると思います。ですから、例えば……

○２番　　だって、そんなベースアップあったわけでも何でもないのに、急にそんなに上がる。
○総務課長　　同じような角度で多分上がっていくんじゃないかというふうには想定しております。
○２番　　それは出せますか。
○総務課長　　出せると思います。計画を数値で出しておりますので。
○議長　　残り２分です。
　　二瓶辰右エ門君。

○２番　　これで終わりますけれども、どう見ても、これはやはり、物件費はかなり落としています、今回の計画の中で。これは鉛筆上で落としているだけで、何かを見直して落としたというふうに思われるものではありません。だから、不断の見直しは、これは絶対必要なんです。不断の見直しというのは、どこの組織であっても、普段から見直すというのは必要。でも、行財政改革というのは、その普段の見直しじゃなくて、目標値を定め、そして狙いを定め、誰がどんな組織の中でどんなやり方をして、いついつまでにどんなことをやっていくかというのが行財政計画なんです。だから、それを、不断の見直しっていうふうに置き換えているのとは全然意味が違うんです。
　　だから、もうこれを見る限り、私はびっくりしたけれども、数字分かる人は、もう見るとそう思うでしょう。やんなくちゃならないんです、すぐに。もう考えている余裕はないぐらいにせっぱ詰まっている状況であると。すぐ着手すべきだということを強くご提案を申し上げて、私の質問を終わります。
○議長　　お諮りいたします。休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　３時５分まで休憩といたします。（午後２時５３分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後３時０５分）

　　３番、五十嵐健二君。

　　なお、持ち時間はただいまから４時５分までといたします。
○３番　　３番五十嵐。私は一つについて質問をさせていただきます。
　　町の事業の進め方についてお伺いをいたします。
　　事業の進め方として、ＰＤＣＡサイクルを活用し、事業の継続的改善を行い、町民が生活しやすいまちづくりのために事業を遂行していることと思います。第５次振興計画の中にも、検証を踏まえた施策の見直しや改善につなげ、次年度以降の取組や予算編成をすると記載されております。
　　それを踏まえて、２点ほど質問をさせていただきます。
　　第１点目は、生涯学習課で行っている若者対策事業であります。第５次振興計画が開始されて１年が過ぎているわけですが、その検証についてお伺いをいたします。
　　第２点目は、地域政策課で行っております美坂高原に対する検証、改善についてお伺いをいたします。
　　以上、明快なるご答弁をお願いいたします。

○議長　　町長。

○町長　　３番、五十嵐健二議員のご質問にお答えいたします。
　　１点目については、生涯学習課長から答弁させます。
　　２点目の美坂高原に対する検証、改善についてですが、美坂高原利活用事業については、平成28年度に開催した三島観光施設等利活用プロジェクトにおいて策定した、美坂高原活用方策事業展開に基づき、利活用を進めてまいりました。
　　美坂高原をエリア分けし、施設を機能的に活用していき、指定管理者が可能なエリアを発掘、ひいては全体的な相乗効果を高めていくことを方針として掲げ、平成29年度以降、具体的な事業展開を実施してまいりました。この中には、皆様御存じのとおり、フラワーパーク事業、ひまわり畑整備や、イベント広場利活用では協力隊によるイベント開催、地区学年行事の活用、キャンプサイトエリアではキャンプ提案、農地利用では桐栽培、ヤマブドウ栽培、作物栽培を進め、施設管理は業者委託という事業展開により、目標値は、令和３年までに利用者を2,000人から3,000人に増やすという目標値を設定いたしました。
　　令和元年度における目標値の達成については、正確な入場者を把握していないところもあり、数字としては計上できませんが、目標値には達しておらず、この状況は現在も同じであると判断しております。
　　議員ご指摘の美坂高原事業に係る検証と改善についてですが、町としてもなかなか明確な利活用を見出せないのが現状でありますが、農地利用ゾーンでは、桐とヤマブドウ栽培の継続と、新たにニンニク栽培事業での利用により、今後の活用が見込まれますが、その他においては利用者、収益を伴った利活用がなかなか見出せておりません。
　　一つの原因として、さきの議会でも答弁しておりますが、施設管理者がいないということが大きな課題であると考えております。加えて、美坂高原において、何を主にして施設利用をアピールしていくのかということも、大きな軸が決まっていないのも確かです。今年度より、この反省を踏まえ、美坂高原利活用事業展開については、町政だけでなく、若い世代の方々に参集いただき、実行委員会を組織して、具体的な事業を実施しながら、利活用の方向性を探り、美坂高原での具体的な事業化を目指していきたいと考えております。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　３番、五十嵐議員の第１点目のご質問についてお答えします。
　　第５次振興計画の若者対策事業については、計画策定の際に、ＰＤＣＡサイクルによる事業の検証を踏まえた施策の見直しを行い、主な事業として世代間交流事業、結婚対策事業を掲げています。振興計画と当該年度の重点事業に基づき、令和３年度には、結婚対策事業として、県の結婚対策事業であるマッチングアプリ、はぴ福なびの実施と登録料の半額補助を開始しました。
　　世代間交流事業の実施に当たっては、若者交流事業を実施してきました既存団体のメンバーから、今後の取組についてご意見を伺ったところ、これまでの活動の反省と課題として、今の若い世代は、大勢で集まる交流会などを敬遠する。参加メンバーが固定化している。行政が関わることで参加しづらい。やらされ感が強いといった率直なご意見をいただきました。こうした課題が見えて、事業内容と活動団体の在り方を再検討する必要が生じたことに加え、依然として収束が見通せない新型コロナウイルス感染症の影響で、活動団体も再開を躊躇する状況にありましたので、事業開始に期間を要しておりました。
　　現在、活動団体が再始動する運びとなりましたので、メンバーで意見やアイデアを出し合いながら、町の各種イベントへの参加を含め、今年度に実施する企画を立てているところでございます。併せて、交流事業の企画立案に参加いただける新たなメンバーも募ってまいります。
　　今後も、年度ごとに事業を検証して、見直しや改善を図りながら、若者対策事業の目標とする婚姻数の増加につながるよう努めてまいります。
　　以上です。
○議長　　再質問を受けます。
　　五十嵐憲二君。
○３番　　まず、担当課長のほうに確認を行いたいと思います。

　　この若者対策事業に対しては、どのような位置づけで考えておられるのか。いわゆる重要な事業であると考えておられるのか、あるいはあまり重要でない事業と考えておられるのか、その辺のところをちょっと確認したいと思います。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほどのご質問にお答えします。
　　大変重要な事業だと捉えておりますが、非常に難しい課題等も感じているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　大変重要な事業だと考えていることは、大変私にとっては救いな言葉かというふうに考えております。
　　町のほうでそういうふうに考えているならば、これは第４次振興計画の中でもそうでしたんですけれども、若者対策事業はほとんどが見直しというような状況であったわけです。そして、第５次振興計画では、そういった反省も踏まえて、若者交流事業から世代間交流事業というような方針を変えて今進めてるわけですけれども、昨年１年間、コロナっていうような状況で、その事業をすることがなかなかできなかったっていうふうな答弁でありますけれども、どのような、そういった事業を考えていたのか、ちょっとその辺をお聞かせいただきたいと思います。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　担当課としましては、世代間交流事業につきましては、組織の再構築をした上で、今までの若者交流事業ではなく、多世代の方が参加できる世代間の交流事業という形で考えていたところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　いろいろな世代をその中に入れての事業と考えているっていうふうに今答弁されましたけれども、実際にそういったいろいろな世代間の方たちとの話合いは行ったわけですか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほどご答弁申し上げましたとおり、昨年度後半に若い方たちの、メンバーの声を聞きましたところ、すぐ世代間交流事業という形には、すぐは移行できないというふうに捉えまして、若い方々がもう一度やる気というか、そういった形で進められるように、まずは若い方たちの意見を、アイデアを尊重した上で進めていく中で、将来的に世代間交流事業という形でも進めていけるように今後進めていきたいと、今のところ考えているところです。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　町のほうで、世代間交流というような内容で出してきたわけですよね、第５次振興計画を。そして、今まで遊ぼう団でしたっけ、そういった若いグループがあったんですけれども、それが今機能しなくなって、その遊ぼう団も結局は、解散はしていないと思うんですけれども、ほとんど機能していないような状況だっていうふうに話は聞いておりますが、その遊ぼう団がどうしてそういったような、機能しなくなったのかという原因とか、そういった話は、生涯学習課のほうでは理解しておりますか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほどご答弁で申し上げましたとおり、その遊ぼう団のメンバーからご意見を伺った結果が、こういった意見をいただいたということで、そういったことで、コロナ禍もありまして、事業ができなかったっていうことと加え、こういった思いがあって休止というか、なかなか再始動できない状態にあったと捉えております。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　若者対策というのは、物を買ったりつくったりっていう事業とは全く違うわけですよね。人間対人間が、いろいろそういう話合いとか何かの中でつくっていくっていうか、いろいろな団体に加入してそういった事業を進めていくっていうか、やり方によってはなかなか難しい事業だと思います。ただ、先ほども答弁あったように、非常に重要な事業であるというふうに考えているならば、そのコロナを言い訳にしてできなかったというのは、私は理由にならないような感じがするわけです。
　　そうであれば、今年に入ってから、令和４年に入ってからどのような活動をしたのか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　すみません、繰り返しになってしまいますが、令和３年度中はそういった皆様の声、メンバーの方々から声を聞きながら、再始動に向けて調整を図っていたところなんですが、やはり団体としても、なかなか再開するにはっていう状態でありましたので、令和３年度は事業ができなかった状況にあります。
　　令和４年度に入りまして、集まっていただく機会を調整したんですが、なかなかそういったことができなかったものですから、一人一人個別に、メンバーにお話を聞きながら進めてきた中で、ようやくなんとか集まっていただけるようになりまして、再始動するっていう形になったのが、今現在の進捗状況でございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　その再始動をするようになったというのは、その若い人たちのグループの間でなんでしょうか。それとも、遊ぼう団のメンバーでそういうふうな話合いになったのか、その辺のところをちょっとお聞かせいただきたいと思います。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　この事業につきましては、団体の活動に対して補助する形で考えておりますので、既存の遊ぼう団を生かした状態で、その中に、将来的には世代、既婚者ですとかそういった方たちも加わっていただけるような団体にはしていくのですが、まずは今の既存の団体に再始動していただくということで、今まで進めてきたところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　これ、今日発表したやつですよね、評価。この中で、世代間交流促進事業や結婚対策事業というのが、世代間交流においてはＤ、そして結婚対策についてはＣというような評価になっているわけです。これ、こういう評価というのは、ここの中の委員の皆さん方には、その理由は説明したわけですか。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　評価報告の、今ほどの内容につきましては、委員の方々に説明した上で、Ｃ、Ｄ評価にしているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　町のほうで、先ほど言ったように、これは重要な事業であるというふうな捉え方をしている上で、なぜＤ評価になるのか、私には理解できないんです。
　　そして、この若者対策事業というのは、出会いとか結婚だとか、それだけではないわけですよね。いわゆる、その次につながる子育て支援だとか学校教育、いわゆる少子化、それの対策にもつながってくるものだというふうに考えておるわけです。
　　そういった中で、その最初の出始めがこのような状況では、この計画そのものが、何のためにここに上げているのか理解できないんです。１年、２年、３年、５年なんてすぐです。このＫＰＩとかなんかいろいろ出していますけれども、そういった目標値をちゃんと出して説明できるような、そういうような状況に持っていけるような感じですか。私には決してそのようには見えないんですけれども。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　若者対策事業、世代間交流事業につきましては、繰り返しになってしまいますが、団体の活動に対して、そちらがメインになってきますので、そちらの活動をしっかり進めていくっていうことで、令和３年度でなかなか進まなかった状況は、担当課としても反省しているところでございます。今年度はしっかり進めて、ＫＰＩにつきましても、それに近づけるように努力してまいりますので、よろしくお願いいたします。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　実際にものをつくり上げるというのは、大変な労力も必要ですし、いろいろな人の動きも大変だと思うんですけれども、この若者対策事業というのは、三島町にとってもこれからの将来、未来、これからのことの問題なんですよね。そういうことを本当にしっかりと考えて事業を行っているのかどうかって言われると、私にはそうは見えてこないのね。
　　実際に、令和３年に、１年間でそういう若い人たちの意見を聞いたら、世代間交流でやることはなかなか難しい、それで終わってしまったんではどうしようもないんです。令和３年でそういうふうな終わり方をしたんであれば、令和４年はここまではきっちりと行うというような、そういう見通しっていうか、これはもう令和２年だって半分終わって、令和４年ですか、その事業のあれも半分は終わっているわけですから、今後どのような進め方をしていくのか、はっきりとその辺のところをちょっとお聞きしたいと思います。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今年度の事業につきましては、今現在メンバーの中で、実施すべき企画についていろいろアイデアを出し合いながら立てているところでございまして、今年度、例えば只見線も再開通しますので、そういったものも利活用する方向でいろいろな企画を計画しておりますので、それで、早くて10月にはスタートできるような形で考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　そうすると、10月には、その世代間交流に向けての、そういった組織をつくり上げるっていうふうな理解でよろしいわけですか。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　スタートにつきましては、今既存の遊ぼう団の活動を再始動いただいて、いろいろな企画をやっていく中で、併せまして、新たなメンバーを募集していく。その中で、今まで未婚の若い方って限った中を、既婚者も、年代も幅広い方を募集していくっていう形にしながら、団体の再組織というか、そういった形も進めてまいりたいと考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　遊ぼう団の方々からいろいろな意見を聞いた中には、行政が変わると参加しづらいだとか、やらされている感が強いだとか、いろいろな意見が出ているわけですけれども、こういった問題は、そうすると、もうある程度解決しているというような理解でよろしいわけですね。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　いろいろなご意見いただきました。それが全て、すぐ解決できるものではないと考えておりますが、若い方々の意見を聞きながら、どういったところに改善が必要なのか、その声を聞いた上で、改善できる部分は改善しながら、事業についても進めてまいりたいと考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　それでは、今年度のうちにはその世代間交流事業としての組織も、生涯学習課ではつくっていくっていうような理解でよろしいわけですね。
　　あと、結婚対策のほうで、そのアプリですか、そういったやつもやっているようですけれども、実際どのような方法で若い人たちにこれを周知させているのか、ちょっとその辺のところをお聞かせいただきたいと思います。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　はぴ福なびにつきましては、昨年９月からスタートしておりますが、現在のところ登録者はゼロ名でございます。定期的に広報みしまで周知を図りながら、またホームページでも掲載して周知をしておるのですが、周知の方法につきましては、いろいろな企画ですとか、今ほど来お話があった若者世代間交流事業の企画の中で、直接若い方に声かけしながら、このはぴ福なびをＰＲしていきたいというふうに考えておりますので、こちらのはぴ福なびについても、今年度は、様々な企画を進める中でＰＲをして、はぴ福なびの参加者を増やしていきたいと考えているところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　結婚対策の一つとしての事業ですから、これもなかなか難しい事業であるというふうに思うわけですけれども、町のほうで進めている以上は、やはりその結果を出していかないとなかなか問題になってくるのかと思いますので、ただいま答弁されたように、今年度中にはそういう結果を出していただきたい、そのように思いますので、よろしくお願いをいたします。
　　続いて、美坂高原です。美坂高原に対しての質問なんですけれども、これ、いろいろな議員の方から、美坂高原に対してはいろいろな質問も出ております。それで、私のほうからちょっとお伺いしたいのは、美坂高原に対しての、町としてビジョンとか何か持っておられるのかどうか。

　　一つには、今いろいろな利活用を考えているっていうふうに答弁にもありましたけれども、その利活用というのは、いわゆる農業関係だとか、いろいろなイベントだとかっていうような説明もありましたが、実際にこういうふうに美坂高原を持っていくんだっていうような、そういう考えがあるのかどうなのか。ビジョンを持っておられるのかどうか、その辺をまず伺いたいと思います。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　答弁をさせていただきましたとおり、一応平成29年に策定した事業展開においての美坂の方向性として、農地エリアとフラワーパークエリアとキャンプエリア、そういう部分で、人を呼び込むという部分の方向性は持っておりますが、皆さん、議員からもご指摘もあるとおり、なかなか人を呼び込めるまでの事業になっていないんじゃないかというのは、常に質問、ご指導いただいている部分でありますので、今のところはそれを目指しながらやっておりますが、今年度より、先ほどからあったとおり、星空事業に併せて、町だけが考えるんじゃなくて、その利活用も含めた方々、ご意見を持っている方々にお集まりいただいて、本当に美坂高原、どういうものが活用できるのかを、今年度、事業実施しながらちょっと進めていきたいというふうに考えております。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　平成26年から町直営になったっていう話ですよね。それで、年間に大体700万円近くのお金がそこに投資されているわけですよね。丸８年はたっているわけですから、そこに5,600万円のお金がもう投資されているということになるわけですけれども、やはり問題なのは美坂高原、いろいろなイベントやったりなんかするのは、それは計画としてはいいことだと思うんですけれども、実際的に、このままイベントをやるにしてもお金がかかるわけですから、その投資をこのまま続けていくような状況で、美坂高原の運営というのは、果たしてこれから成り立っていくのかどうかというのは、すごく心配なんです。
　　美坂高原を今後どうしていきたいんだというような町のしっかりした考えが、私たちにはちょっとそれが届いてこないというか、いろいろなイベントはやるんだけれども、美坂高原、最終的にはどうなるんだというような話ね。
　　それで、前に発表されておりました個別施設の計画ですか。これ令和３年の10月に一応できているわけですよね。そのときには、百年杉と白い鐘はもう解体予定っていう文字が入っているんです。ということは、町のほうでは、その解体予定っていうふうなことを踏まえて、美坂高原をこうしたい、ああしたいというような考えを持ってこういう計画を出してきているのか、そのようなところをちょっとお伺いしたいと思います。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　基本的に、五十嵐議員がおっしゃるとおり、美坂高原をこうしたいビジョンということではなく、なかなか今の現段階で利活用されていない施設については、管理経費もかかるということなので、解体等の主対象に上げたということでありまして、今ご指摘のビジョンを持ってのということではございません。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　ビジョンを持ってということは、ビジョンは一応美坂高原、今後どうするんだというのは、考えておられるわけですか。そういう意味でのビジョンを持ってっていうことなんでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　今多分のご質問の中で、個別整備計画の中でそれをやるためには、何か考えを持って解体するのかというご質問だと思いましたので、そういう考えを持ってということではなくて、施設的になかなか活用ができないから、管理経費もかかるという部分での処分という形をちょっとということで判断させてもらって、個別計画には上げたところではございますということで、答弁させていただきました。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　美坂高原に関しては、もう三島町のふるさと運動の一つとして、今までずっとやってきたやつなんですよね。なかなか、これからやはりいろいろなことを考えていかなければならないというのは、やはり美坂にどれだけ投資すればいいんだっていう話なのね。
　　今後どういう考え方で進めるのか、ちょっと町としての考え方、分からないんですけれども、ただこれから、それだけのお金を投資しながらやっていって、果たして大丈夫なのかどうかっていうふうな話も出てくるとは思うのね。そうした場合に、美坂高原をやめるか、これからいろいろな考えを持って進めるのかというふうな話も出てきて当然かというふうに考えるわけですけれども、町としては、これからも美坂高原は進めたいというふうに考えているわけですよね。そうした場合に、しっかりとしたビジョンを持って進めていかないと、なかなか、いろいろな計画を立てるのは分かるんですけれども、一貫性がないような感じがして、ちょっと心配なんです。その辺のところはどのようにお考えですか。ちょっとお伺いします。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　今までやった事業の利活用計画はベースとしながらも、やはり活用していくというのは一番、三島町としての方向性は持っております。
　　何で人を呼べるかというのは、平成29年のときも、町民の方々の意見を聞きながらやってはきましたが、今年イベントを含め、いろいろ美坂に上がらせていただいて感じることは、現地でやはりいろいろなことをやる方であったり、そこにいる方、ただ管理料だけで上がっている方がいるということでは、なかなかやはりここを、施設を生かしていけないんだということがちょっと実感としてありましたので、今回イベントで集まっている実行委員の皆さんからも、やはり事業で上がっていてもらって、施設はやはりいいよなんて、このポテンシャルはあるということを皆さん言ってらっしゃいます。ただ、これをではどういうふうに活用していくかというのを皆さんで、一番は、儲けていきたいというのはあるんですけれども、儲けながら、できるだけかかっている経費を落としながらやっていきたいというのがあるんですが、なかなか入場料だけということでは、当時の振興公社でやっていた頃からも、そんなに多くは稼げていないというところもありましたので、そこら辺の状況も踏まえ、今一緒に考えている皆さんたちからもご意見いただきながら、やはり人を呼び込んで、そこに人が来ないとお金も動かないということもありますので、人を呼び込める方法を、今監査からも指摘あった様々な視点ということで、星空であったり、今キャンプであったり、自然体験であったりという部分をどう提供できるかを、皆さんと一緒に考えていきたいというふうに思っております。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　私も個人的に、美坂高原をどうのこうの、これから、これ以上金がかかったら大変だからやめてほしいとかっていうあれではないんですけれども、町としてしっかりとした考えを持って進めていくんであればそれはそれでいいのかというふうに考えるわけですけれども、やはりこれから美坂高原を進めていくんでしたら、しっかりとした考えを持って、やはりビジョンを持ってから、いろいろなイベントをやるのも結構ですし、何て言うか美坂高原、今後どうなっていくのかというふうな心配はあるわけですよね。ですから、町として美坂高原はこうするんだ、こうしていくんだというような考えをしっかり持って、町民の人たちに説明して、納得をしていただくというのも一つの、美坂高原を続けていく上での対策なのかというふうに考えますので、その辺のところはよく考えていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
　　あと、今地域政策課長から言われたように、星空ですか、そういったイベントもやるわけですよね。そうした場合に、今、先ほど質問した生涯学習課のほうの、若い人たちの事業の一環としてそういうところに参加するとかっていうような形も、私はいいのかというふうに考えるわけですけれども、ほかの課でやって、自分の課でやっているような事業、似たような事業があった場合には、お互い協力してやるというのも一つの方向でないのかな。自分ところだけで一所懸命頑張るんではなくて、そういった、ほかの課で似たようなことをやるんでしたら、そういったところを利用するのも、その若者対策の一つの事業になるのかというふうに考えますので、そういった協力はお互いにしっかりととっていければいいのかというふうに思います。
　　この美坂に関しても、いろいろな議員、いろいろな質問していますけれども、やはり反対ではないのね、基本的に。ただ、その進め方を今後どうしていくのかっていう、その進め方はしっかりと町のほうで持っていただきたいということです。

　　あと、先ほどから質問しておりますが、若者対策というのは、町にとっては大変重要な事業の一つなんです。それは、人口減少にもつながっておりますし、その少子化の問題を少しでも解決できるような、その対策をしっかりと生涯学習課のほうでも考えて、ほかの課で共通するような事業があるならば、お互い協力し合って進めていくのも一つの対策になるんではないかと思いますから、そういったところはしっかりと連携をとって行っていただきたいと思います。
　　先ほど生涯学習課長のほうから答弁があったように、年度内にはそういった世代間交流の組織だとか、結婚対策ですか、そういったやつもやっていくというような答弁がありましたので、しっかりとやっていただきたいと思います。
　　以上で私の質問を終わらせていただきます。
○議長　　以上で一般質問を終結いたします。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

　　本日はこれにて散会いたします。
　　ご苦労さまでした。

（午後３時４０分）
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